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15かまいし市議会だより第１８5号

学
校
給
食
完
全
無
償
化
に

　
つ
い
に
、
今
年
度
か
ら
小
学

校
・
中
学
校
の
給
食
が
無
償
化

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
保

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
給
食
費

が
高
く
特
に
複
数
の
児
童
生
徒

を
か
か
え
る
子
育
て
世
帯
の
負

担
は
大
き
い
と
い
う
声
に
応
え

議
会
で
は
数
年
前
か
ら
取
り
上

げ
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
無
償
化
の
自
治
体

が
広
が
る
中
で
国
は
、
４
月
か

ら
小
学
校
の
み
無
償
化
と
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
て
本
市
で
は
、
独
自

に
中
学
校
へ
の
無
償
化
も
同
時

に
行
い
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

無
償
化
と
な
っ
た
学
校
給
食

に
つ
い
て
保
護
者
の
声
は
「
あ

り
が
た
い
」
「
家
で
は
作
る
こ

と
の
な
い
献
立
が
嬉
し
い
」「
子

ど
も
か
ら
は
、
お
い
し
い
と
聞

い
て
い
る
」
「
無
償
化
と
な
っ

て
質
が
落
ち
な
い
か
不
安
も
あ

る
」
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
食
材
の
高
騰
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
か
の
よ
う
な
中
東
情
勢

の
不
安
の
中
で
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
職
員
は
、「
こ
れ
ま
で

通
り
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

質
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
維
持

し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
。
今
後

は
、
さ
ら
に
リ
ク
エ
ス
ト
給
食

を
増
や
し
た
い
」「
試
食
会
を

増
や
し
地
域
か
ら
も
受
け
入
れ

た
い
」
等
、
学
校
給
食
は
、
お

い
し
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
声
は
、「
カ

レ
ー
が
お
い
し
い
」「
ス
ー
プ

が
お
い
し
い
」「
イ
カ
の
照
り

焼
き
が
１
番
好
き
」
等
、
誰
も

が
「
お
い
し
い
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
は
、
単
な
る
「
お

昼
ご
は
ん
」
で
は
な
く
心
身
の

健
全
な
育
成
や
食
を
学
ぶ
た
め

の
「
大
切
な
教
育
」
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
の
提
供
と
生
涯
に

わ
た
る
健
康
的
な
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
「
食
育
」
の

推
進
を
目
的
と
す
る
学
校
給
食

法
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

給
食
無
償
化
は
、
教
育
政
策

で
あ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
少
子
化
対
策
を
含

む
福
祉
政
策
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
と
成
長
を
支
え

る
環
境
は
全
国
ど
こ
で
も
保
障

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
中
学
校

に
つ
い
て
も
国
に
よ
る
制
度
化

が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

令和４年
年間１億円必要、財政上困難

と答弁（12 月定例会）

令和５年 第３子以降無償化

令和７年 第２子以降無償化

令和８年 小中学生の完全無償化達成

段階的な無償化への経過

あ

と

が

き

あ

と

が

き

あ

と

が

き

▼
今
回
号
か
ら
議
会
だ
よ

り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会
で
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
紙
面
を
目
指
し
て
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
で
活
躍

す
る
団
体
の
取
組
や
、
子

育
て
世
代
の
声
を
紹
介
す

る
特
集
を
新
た
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民

参
加
の
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
、
よ
り
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　（
井
筒

　
記
）

委

員

長
　
佐
々
木
　
義
　
昭

副
委
員
長
　
深
　
澤
　
秋
　
子

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
憲
　
弘

井
　
筒
　
健
太
郎

村
　
田
　
信
　
之

工
　
藤

　
聡
一
郎

高
　
橋

　
松

　
一

細
　
田

　
孝

　
子

陳
　情

陳
　情

■
　
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧

誘
行
為
の
実
態
調
査
を
求
め
る

陳
情
書

■
　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
(
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
)

接
種
事
業
中
止
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

⇓
報
告

※
本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
、

出
席
し
た
議
員
、
職
員
に
陳
情

の
要
旨
を
記
載
し
た
文
書
表
を

配
付
し
ま
し
た
。

給食の調理作業中
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４
月
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
釜
石
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
室
内
遊
び
場

「
あ
そ
び
ば
が
お
ー
」
を
訪
れ
、

利
用
者
や
市
担
当
者
か
ら
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、「
雨
の
日
で

も
遊
べ
る
」「
無
料
で
利
用
で
き

る
」
「
買
い
物
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
れ
る
」
と
好
評
で
し
た
。
三
重

県
四
日
市
市
か
ら
帰
省
し
た
親
子

は「
近
く
に
も
遊
び
場
は
あ
る
が
、

こ
れ
ほ
ど
広
い
施
設
は
な
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
槌

町
の
お
母
さ
ん
は
、
山
林
火
災
で

煙
の
た
め
外
遊
び
が
で
き
な
か
っ

た
経
験
を
振
り
返
り
、「
こ
う
し

た
施
設
が
あ
る
の
は
助
か
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
見
守
り
や
声
か
け

を
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
と
安

心
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
交
流

の
場
と
し
て
の
活
用
も
目
指
し
て

お
り
、
今
後
は
子
育
て
相
談
会
や

読
み
聞
か
せ
会
な
ど
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
生
か
し

な
が
ら
、
よ
り
安
心
し
て
利
用
で

き
る
施
設
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

年度年度 内容内容 種別種別

令和５年
「公園遊具の老朽化」「遊び場不足」が

議論される

子ども・子

育て会議

令和６年

「雨の日でも遊べる室内施設が欲しい」

「屋内アスレチックが欲しい」という要

望が多数

子ども・子

育て支援事

業計画アン

ケート

令和７年

「室内の遊び場整備事業」が正式議題と

なる　整備費 3300 万円、運営費約 460

万円の説明が行われる

子ども・子

育て会議

令和７年
こども園の子育て支援センター事業に

ついて
３月定例会

令和７年 室内の遊び場整備事業を計上 ３月定例会

令和７年 室内の遊び場を議論 ６月定例会

令和７年 室内の遊び場を議論 ９月定例会

令和８年
「釜石市室内の遊び場条例」が提案・可

決
３月定例会

ここ最近で屋内・室内の遊び場が議題になった例

あそびば がおーあそびば がおー
を訪ねてきましたを訪ねてきました

　ゴールデンウイークの６日間で約 2300 人が利用した室内遊び場「あそびばがおー」。

　利用者や担当者に話を聞き、その魅力や今後の課題を取材しました。
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令
和
８
年
４
月
22
日
、
大
槌

町
小
鎚
地
区
に
お
い
て
林
野
火

災
が
発
生
し
、
13
時
53
分
に
消

防
へ
通
報
が
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
釜
石
大
槌
地
区
行

政
事
務
組
合
大
槌
消
防
署
及
び

大
槌
町
消
防
団
が
出
動
し
、
小

鎚
地
区
で
消
火
活
動
に
当
た
り

ま
し
た
。

　
同
日
16
時
28
分
に
は
、
大
槌

町
吉
里
吉
里
地
区
に
お
い
て
も

林
野
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合

釜
石
消
防
署
と
釜
石
市
消
防
団

第
６
分
団
・
第
７
分
団
が
出
動

し
、
吉
里
吉
里
地
区
で
の
消
火

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
出
動

し
た
消
防
団
員
は
、
消
防
団
本

部
６
名
、
第
６
分
団
59
名
、
第

７
分
団
22
名
で
、
消
防
車
両
13

台
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
は
夜
を
徹
し
て
消
火
活
動

に
当
た
り
、
延
焼
防
止
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
災
現
場
で
は
防

火
水
槽
の
貯
水
量
が
不
足
す
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
に
は
背
負
式
散
水
装
置

が
十
分
に
配
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、団
員
は
唐
鍬（
と

う
く
わ
）
を
用
い
て
火
を
た
た

く
な
ど
の
地
道
な
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
翌
４
月
23
日
に
は
、
消
防
団

本
部
７
名
、
第
１
分
団
１
名
、

第
４
分
団
８
名
、
第
５
分
団
８

名
が
出
動
し
、
消
防
車
両
５
台

と
と
も
に
午
前
５
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
消
火
活
動
を
継
続
し

ま
し
た
。
平
日
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
活
動
は
参
加
可
能
な
団

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
遠
野
市
、
宮
古

市
、
大
船
渡
市
か
ら
の
応
援
部

隊
が
早
期
に
到
着
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
消
防
団
に
よ
る
大
規

模
な
消
火
活
動
は
４
月
22
日
と

23
日
の
２
日
間
で
終
了
し
ま
し

た
。

　
５
月
２
日
午
後
１
時
に
は
鎮

圧
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
火
災
は

沈
静
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

５
月
６
日
に
は
大
槌
町
城
山
地

区
で
再
び
林
野
火
災
が
発
生

し
、
13
時
25
分
に
消
防
へ
通
報

が
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
連
の
林
野
火
災
に

お
い
て
、
消
防
団
員
は
限
ら
れ

た
装
備
と
水
利
条
件
の
中
で
昼

夜
を
問
わ
ず
消
火
活
動
に
従
事

し
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
特
に
、
厳
し
い
環
境
下
に

お
い
て
も
地
域
を
守
る
た
め
に

懸
命
な
活
動
を
続
け
た
消
防
団

員
の
献
身
は
、
高
く
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

大槌町林野火災における釜石市消防団の活動

　
全
国
市
議
会
議
長
会
第

１
０
２
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
議
員
在
職
10
年
以
上
の
表

彰
を
受
け
た
議
員
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
章
の
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。 議

員
表
彰

議
員
表
彰

佐々木　聡　議員 千葉　榮　議員

現地指揮本部に集合した釜石市消防団
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「あそびばがおー」で遊んでいたみなさんの声

日本製鉄釜石シーウェイブスのベンジャミン・ニーニ選
手のご家族。2020年にニュージーランドからチームに
参加。妻のモンジェリックさんは釜石での生活もすっか
り慣れ、「新しい遊び場ができてうれしい」そうです。

三重県四日市市から帰省していた親子。「四日市にも室
内の遊び場はあるけれど、こんなに広い施設はないです」
と話していました。

陸前高田市からきた親子は「平日は空
いているから好きな遊びができます」
とリピーターに。一回で２〜３時間は
遊んでいるそうです。

レジのおもちゃは子どもたちに大人
気。おままごとでも、「PayPay でお
ねがいします」というデジタルネイ
ティブな子どもたち。

床のクッション性の良さによって、転
んでも安心。年上の子が年下の子たち
の面倒を見るような、微笑ましいシー
ンもよくあります。

「本のまちプロジェクト」とも連動し
ている絵本。運動が苦手の子どもも絵
本で遊べるように。

順位 利用してよかった点（要約） 主な声

１ 天候に左右されず遊べる 雨・雪・暑さ・寒さの日でも利用できる

２ 無料で利用できる 「無料なのに充実」「ありがたい」

３ 広くてのびのび遊べる 子どもが自由に体を動かせる

４ 体を動かせる遊具がある アスレチックやボルダリングが好評

５ 安全に遊べる 柔らかい床材でケガの心配が少ない

６ 遊具が充実している さまざまな遊び方ができる

７ イオン内で便利 買い物ついでに利用できる

８ 年齢に応じた遊び方ができる 小さい子向けスペースがある

９ 清潔感がある 新しくてきれい

10 地域に少ない貴重な施設 「なくならないでほしい」という声も

改善点・要望（要約） 主な声

１ 靴箱・下駄箱の設置 靴が散らかっている

２ 幼児と小学生の安全対策 走り回る子との接触が心配

３ ルールの周知徹底 保護者への注意喚起が必要

４ 年齢別エリアの明確化 ゾーニングをもっとわかりやすく

５ スタッフによる見守り・声かけ 危険な遊び方への対応

６ 荷物置き場・ロッカー設置 貴重品管理への不安

７ ベンチ・休憩スペース増設 保護者が見守りやすい環境

８ 遊具の安全対策 手すり点検、保護材設置など

９ 遊具の充実 ボルダリング拡張、ふわふわ遊具など

10 利用環境の改善 清掃、夜間利用、保護者向け設備など

こども家庭センターがゴールデンウイーク中に「あそびばがおー」で取っ
たアンケートを基に作成
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
現
在
、
釜
石
市
議
会
で
は
議

会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

〇
議
員
報
酬
を
見
直
す
理
由

　
議
員
の
報
酬
は
、
平
成
16
年

に
１
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し

月
額
31
万
３
０
０
０
円
（
正
副

議
長
以
外
の
議
員
）
と
し
て
以

来
、
22
年
間
に
わ
た
り
改
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
物

価
の
上
昇
や
最
低
賃
金
の
引
上

げ
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た

議
員
定
数
は
、
平
成
16
年
の
26

人
か
ら
現
在
の
18
人
に
、
８
人

を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
住
民
が
住
み
や
す
い

地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
世
代
、

性
別
、
家
族
構
成
、
職
業
、
政

党
な
ど
多
様
な
属
性
や
考
え
を

持
つ
議
員
が
議
会
を
構
成
し
、

市
政
に
声
を
届
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
議
員
に
は
年

金
や
退
職
金
が
な
い
た
め
、
特

に
若
い
世
代
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
議
会
活
動
を
担
う
人
材
の

確
保
や
、
多
様
な
方
々
が
議
員

を
目
指
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が

議
員
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

〇
目
指
す
月
額
報
酬

　
報
酬
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
現
状
維
持
を
主
張
す
る
議

員
も
い
ま
す
が
、
増
額
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
増
額
要
望
す
る
こ
と
を

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
結
論

と
し
て
い
ま
す
。

　
金
額
は
、
現
在
の
報
酬
額
が

設
定
さ
れ
た
平
成
16
年
度
当
時

の
市
職
員
の
給
与
（
１
号
級
）

と
、
令
和
７
年
ま
で
の
給
与
改

定
率
を
参
考
に
、
１
・
31
倍
の

上
昇
率
と
す
べ
き
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
と
し
て
月
額
議
員
報
酬
を

41
万
円
と
す
る
要
望
を
行
う
こ

と
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
（
議

員
報
酬
は
議
員
報
酬
等
審
議
会

で
審
議
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
員

だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
）

〇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
議
員
報
酬
や
議
員
定
数
は
市

民
の
皆
様
に
関
わ
る
重
要
な
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
は
議
会
事
務
局
及
び
各

地
区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
に
も

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　　

常 任 委 員 会 活 動 報 告
総務常任委員会

　本市では人口減少に伴う職員

数の縮減が見込まれ、身近な市

民サービスの維持が課題となっ

ています。委員会では５月に当

局とＤＸの取組について意見交

換を行い、オンライン申請や生

成ＡＩの活用などにより、便利

で質の高いサービスを継続する

とともに、創出した時間を市民

に寄り添う取組へ充てる方向性

を共有しました。今後は市内８

地区の生活応援センターを訪問

し、現場の声を伺いながら地域

に寄り添う行政の在り方を検討

していきます。

民生常任委員会

　民生常任委員会では、学校給

食に関する政策提言に向けた調

査を進めています。７月６日、

教育委員会と学校給食センター

を委員会へお招きし、学校給食

のおいしさや残食率の改善、地

域との連携などについてヒアリ

ングを行いました。学校給食は、

子どもたちの成長を支えるだけ

でなく、食育や地域とのつなが

りを育む大切な役割も担ってい

ます。委員会では、こうした現

状や課題を踏まえ、学校給食を

核とした政策提言を取りまとめ

る予定です。

経済常任委員会

　経済常任委員会は、２月 17

日に岩手県建設業協会釜石支部

と当局幹部職員同席の下で意見

交換会を実施。建設業を取巻く

課題や今後の公共事業のあり

方、インフラの維持管理、地元

事業者活用について意見が交わ

されました。復興事業が完遂し、

公共工事が減少していること、

資材高騰や若手人材の不足が深

刻な課題であることを改めて共

有。今後も定期的な意見交換を

通じ、地域のインフラ維持や建

設業の持続可能性を確保する必

要性を改めて確認しました。

アンケートはこちら→
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６
月
定
例
会
一
般
質
問
で

　
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で

は
、
防
災
行
政
に
つ
い
て
４
人

は
、
防
災
行
政
に
つ
い
て
４
人

の
議
員
が
取
り
上
げ
た
ほ
か
、

の
議
員
が
取
り
上
げ
た
ほ
か
、

新
市
庁
舎
移
転
後
の
行
政
サ
ー

新
市
庁
舎
移
転
後
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ビ
ス
、
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

た
。
さ
ら
に
、
妊
産
婦
健
診
の

妊
産
婦
健
診
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
や
産

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
や
産

後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

の
質
問
も
出
さ
れ
、
少
子
化
が

の
質
問
も
出
さ
れ
、
少
子
化
が

進
行
す
る
中
で
の
子
育
て
環
境

進
行
す
る
中
で
の
子
育
て
環
境

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
経
済
関
係
で
は
中
東
情
勢
や

　
経
済
関
係
で
は
中
東
情
勢
や

円
安
で
の
物
価
高
騰
、
ナ
フ
サ

円
安
で
の
物
価
高
騰
、
ナ
フ
サ

不
足
に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の

不
足
に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の

影
響
を
懸
念
す
る
質
問
も
出
さ

影
響
を
懸
念
す
る
質
問
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
は
、
新
市
庁
舎
で

　
当
局
か
ら
は
、
新
市
庁
舎
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る
市

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
や
、

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
岩
手
県
に

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
岩
手
県
に

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
旨
の

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
実

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
実

効
性
の
あ
る
支
援
に
取
り
組
む

効
性
の
あ
る
支
援
に
取
り
組
む

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

の
主
な
内
容
は
、
小
学
校
の
統

の
主
な
内
容
は
、
小
学
校
の
統

合
に
伴
い
、
白
山
小
学
校
と
栗

合
に
伴
い
、
白
山
小
学
校
と
栗

林
小
学
校
を
令
和
９
年
４
月
１

林
小
学
校
を
令
和
９
年
４
月
１

日
に
廃
止
す
る
条
例
改
正
や
、

日
に
廃
止
す
る
条
例
改
正
や
、

新
市
庁
舎
の
電
気
設
備
工
事
に

新
市
庁
舎
の
電
気
設
備
工
事
に

お
い
て
避
雷
設
備
や
無
停
電

お
い
て
避
雷
設
備
や
無
停
電

９
月
９
月
2424
日
　
待
ち
望
ま
れ
る
新
庁
舎
開
庁

日
　
待
ち
望
ま
れ
る
新
庁
舎
開
庁

　　

６
月
定
例
会
は
、
６
月

６
月
定
例
会
は
、
６
月
1212
日
か
ら

日
か
ら
2626
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1515
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
招
集
日
に
は
市
長

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
招
集
日
に
は
市
長

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
一
般
質
問
で
は

　
一
般
質
問
で
は
1111
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
防
災
行
政
や
新
市
庁
舎
建
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
行

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
防
災
行
政
や
新
市
庁
舎
建
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
1818
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

件
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
う
委
員
会
提
出
議
案
１
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
う
委
員
会
提
出
議
案
１
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

６月定例会の概要６月定例会の概要

釜石市議会では、本会議等のライブ配信及

び録画配信を行っております。

検索

釜石市議会　youtube

　
　
　
　
　
　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現

　
　
　
　
　
　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現

電
源
装
置
、
災
害
時
の
通
信

電
源
装
置
、
災
害
時
の
通
信

設
備
を
追
加
す
る
た
め
、
約

設
備
を
追
加
す
る
た
め
、
約

９
８
１
万
円
を
増
額
す
る
契
約

９
８
１
万
円
を
増
額
す
る
契
約

変
更
、
市
役
所
移
転
に
伴
い
福

変
更
、
市
役
所
移
転
に
伴
い
福

祉
事
務
所
や
教
育
研
究
所
、
行

祉
事
務
所
や
教
育
研
究
所
、
行

政
事
務
組
合
な
ど
の
所
在
地
を

政
事
務
組
合
な
ど
の
所
在
地
を

新
庁
舎
（
天
神
町
）
へ
変
更
す

新
庁
舎
（
天
神
町
）
へ
変
更
す

る
条
例
改
正
な
ど
で
す
。

る
条
例
改
正
な
ど
で
す
。

　　市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

　
最
終
日
に
は
、
市
職
員
の
不

　
最
終
日
に
は
、
市
職
員
の
不

祥
事
案
を
起
因
と
す
る
、
市
長

祥
事
案
を
起
因
と
す
る
、
市
長

と
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

と
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

条
例
改
正
を
審
議
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
を
審
議
し
ま
し
た
。

管
理
監
督
責
任
と
し
て
、
市
長

管
理
監
督
責
任
と
し
て
、
市
長

は
３
カ
月
間
給
与
の

は
３
カ
月
間
給
与
の
1010
％
、
副

％
、
副

市
長
は
３
カ
月
間
給
与
の
５
％

市
長
は
３
カ
月
間
給
与
の
５
％

を
減
額
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

を
減
額
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら

　
こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら

は
、「
公
務
員
で
あ
る
職
員
は

は
、「
公
務
員
で
あ
る
職
員
は

市
民
の
公
僕
で
あ
り
、
職
員
の

市
民
の
公
僕
で
あ
り
、
職
員
の

不
祥
事
に
対
し
、
管
理
監
督
者

不
祥
事
に
対
し
、
管
理
監
督
者

と
し
て
道
義
的
責
任
を
感
じ
て

と
し
て
道
義
的
責
任
を
感
じ
て

責
任
を
取
ろ
う
と
す
る
市
長
・

責
任
を
取
ろ
う
と
す
る
市
長
・

副
市
長
の
姿
勢
を
尊
重
し
た

副
市
長
の
姿
勢
を
尊
重
し
た

い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、「
か
え
っ
て
職
員
が

一
方
で
、「
か
え
っ
て
職
員
が

萎
縮
す
る
」「
勤
務
時
間
外
の

萎
縮
す
る
」「
勤
務
時
間
外
の

行
為
に
対
し
、
管
理
監
督
ま
で

行
為
に
対
し
、
管
理
監
督
ま
で

責
任
が
及
ぶ
の
か
」「
手
順
的

責
任
が
及
ぶ
の
か
」「
手
順
的

に
再
発
防
止
や
組
織
改
善
に
つ

に
再
発
防
止
や
組
織
改
善
に
つ

い
て
議
会
と
協
議
す
る
べ
き
」

い
て
議
会
と
協
議
す
る
べ
き
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
賛
否
が
拮

な
ど
の
声
も
あ
り
、
賛
否
が
拮

抗
す
る
中
、
賛
成
多
数
で
可
決

抗
す
る
中
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

釜石市議会釜石市議会
ホームページホームページ
はこちら→はこちら→
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5 かまいし市議会だより
第１８5号

議案番号 議　　案　　名 審議結果

請願第１号
子どもに寄り添う時間を確保するための、2027 年度政府予算に係る意見書採択に関す
る請願書

採択 多数

議　　

案

報告第１号 令和 7年度釜石市一般会計繰越明許費の報告について

報告第２号 令和 7年度釜石市水道事業会計予算繰越の報告について

報告第３号 令和 7年度釜石市公共下水道事業会計予算繰越の報告について

報告第４号 令和 7年度釜石市一般会計事故繰越しの報告について

議案第 55 号 釜石市市税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 56 号
釜石市特定復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例の専決処分に関し承認を求めることについて
承認 全員

議案第 57 号 釜石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 58 号
釜石市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の専

決処分に関し承認を求めることについて
承認 全員

議案第 59 号 令和 7年度釜石市一般会計補正予算 (第 10 号 ) の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 60 号 釜石市福祉事務所設置条例等の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 61 号 釜石市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 多数

議案第 62 号 釜石市市税条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 63 号 釜石市印鑑条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 64 号 釜石市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 65 号
釜石市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 全員

議案第 66 号
釜石市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

可決 全員

議案第 67 号 釜石市立小中学校の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 68 号 釜石市教育研究所設置条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 69 号 令和 8年度釜石市一般会計補正予算 (第 1号 ) 可決 全員

議案第 70 号
釜石市新市庁舎建設 ( 電気設備 ) 工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めること
について

可決 全員

議案第 71 号 釜石大槌地区行政事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて 可決 全員

議案第 72 号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定することに関し議決を求めることについ
て

可決 全員

委員会提出

議案第 1号

子どもに寄り添う時間を確保するための、2027 年度政府予算に係る意見書の提出につ
いて

可決 多数

議 決 議 案

■□議案の賛否■□議案の賛否（○は賛成、×は反対、ーは棄権、休は休み。議長は参加いたしません）（○は賛成、×は反対、ーは棄権、休は休み。議長は参加いたしません）

深
澤

佐
藤

井
筒

菊
地

村
田

工
藤

遠
藤

三
浦

磯
﨑

古
川

野
田

佐
々
木
聡

高
橋

菊
池

細
田

山
﨑

佐
々
木
義

千
葉

賛
成

反
対

請願第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 13 4

議案第 61 号 ○ × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 9 8

委員会提出

議案第 1号
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 13 4

６月定例会
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策
に
は
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。

　
学
校
現
場
の
課
題
は
複
雑
で

あ
り
、
教
員
数
の
増
加
の
み
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
政
策
は
教
員
数
の

増
減
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
学

び
の
質
の
向
上
と
い
う
視
点
で

評
価
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
、

人
員
拡
充
に
先
立
ち
、
校
務
Ｄ

Ｘ
や
専
門
人
材
と
の
役
割
分
担

に
よ
る
業
務
改
革
を
優
先
す
る

と
と
も
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
35
人
学
級
の
効
果
を
十
分

に
検
証
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

請
願
内
容
の
多
く
は
令
和
６
年

12
月
に
釜
石
市
議
会
が
可
決
し

た
意
見
書
と
重
複
し
て
い
ま
す
。

釜
石
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

職
員
が
他
人
の
自
転
車

を
窃
取
し
て
、
酒
気
帯
び

運
転
を
し
た
こ
と
を
強
く
受
け

止
め
た
こ
と
が
提
案
理
由
だ

が
、
職
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
で
あ
る
。
過
去
に
監
督
責

任
者
で
あ
る
市
長
、
副
市
長
が

責
任
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
過
去
に
職
員
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
関
係
で
、
責

任
を
と
っ
た
と
い
っ
た
認
識
は

な
い
。

釜
石
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
条
例
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
主
な
改
正
は
、
在
留

カ
ー
ド
及
び
特
別
永
住

者
証
明
書
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
一
体
化
を
可
能
と
す
る

も
の
。
法
改
正
に
合
わ
せ
て
、

今
後
は
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請

が
、
在
留
カ
ー
ド
等
で
も
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
改
正
の
対
象
と
な
る
在

留
者
等
の
数
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
率
は
。

　
対
象
と
な
る
在
留
者
、

永
住
者
数
は
合
わ
せ
て

４
７
７
人
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
者
は
３
４
２
人
、

率
は
71
・
７
％
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
釜
石
市
一
般
会
計

補
正
予
算四

季
彩
イ
ベ
ン
ト
開
催

事
業
に
つ
い
て
、
船
の
復

元
性
検
査
は
10
月
の
釜
石
ま
つ

り
開
催
に
間
に
合
う
か
。

　
復
元
性
検
査
は
９
月
上

旬
ま
で
に
完
了
予
定
で
、

開
催
期
日
に
は
十
分
間
に
合

う
。
海
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ

の
委
託
に
よ
り
船
の
図
面
作
成

や
検
査
立
ち
会
い
を
進
め
、
安

全
確
保
に
加
え
曳
き
船
祭
り
本

来
の
姿
を
取
り
戻
し
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
観
光
誘
致
と
に
ぎ

わ
い
創
出
を
図
り
た
い
。

民
生
常
任
委
員
会

請
願
第
１
号

　
子
ど
も
に
寄
り

添
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め

の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

請
願
書

審
査
の
経
過
・
結
果

審
査
の
経
過
・
結
果

　
本
請
願
の
趣
旨
は
、
小
中
学

生
を
取
り
巻
く
課
題
が
多
様

化
・
深
刻
化
す
る
中
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
の
増
加
や
教
職
員

不
足
、
教
職
志
望
者
の
減
少
等

に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
に

問問

答

答 議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
の

動
画
は
こ
ち
ら

問 答

請
　願

請
　願

答

問

丁
寧
に
向
き
合
う
時
間
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
す
る
も
の
で

す
。
委
員
会
で
は
、
教
職
員
を

め
ぐ
る
環
境
は
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
支
援

員
は
教
員
が
担
う
授
業
や
学
級

経
営
そ
の
も
の
を
代
替
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
教
員
の
負
担

軽
減
に
は
な
お
課
題
が
残
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
内
容
は
本
市
の
教
育
環
境

と
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
採
決
の
結
果
、
本
請
願
は
全

会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　⇓
　
起
立
多
数
で
採
択

　
　討
　論

　
至
誠
の
会
は
、
以
下
の
理
由

で
本
請
願
に
反
対
し
ま
す
。

　
教
育
現
場
が
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
と
の
問
題
意
識

は
共
有
し
ま
す
が
、
学
級
編
制

標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
教
職
員

数
の
増
加
を
中
心
と
し
た
解
決

請
願
の

動
画
は
こ
ち
ら

議会だよりでは随時
表紙写真を募集中です。

★応募先   
gikaijimu#city.kamaishi.iwate.jp
(# を @ に）

応募要項と
詳細は→
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11かまいし市議会だより第１８5号

こども食堂をどう評価するか
地域の絆を育むセーフティーネット

村 田 信 之

みんなが力を合わせて綱引き
平田「にこにこ食堂」にて

議
員  

市
内
各
地
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
の

活
動
を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

市
内
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
は
、

単
な
る
食
事
の
提
供
の
場
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
で
あ
り
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て

顔
の
見
え
る
関
係
を
育
む
場
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
高
齢
者
の
活
躍
の

場
と
な
る
な
ど
、
多
世
代
交
流

の
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
が
広
が

る
こ
と
で
、
豊
か
な
食
体

験
や
健
康
づ
く
り
、
安
心

で
き
る
居
場
所
の
提
供
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
は
世
代
を
超
え

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
現
在
、
市
内
各
地
区
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
食
事
を
無
料
ま
た

は
低
額
で
提
供
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ゲ
ー
ム
や
運
動
、
歌
や

踊
り
な
ど
を
取
り
入
れ
、
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
、
高
齢
者
ま

で
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
楽
し

め
る
多
世
代
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

活
動
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
地

域
住
民
の
関
係
性
が
地
域
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機

能
す
る
な
ど
、
大
き
な
意
義
を

持
つ
取
組
で
あ
る
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。

平田「にこにこ食堂」にて

不登校生の給食費無償化への対応は
給食費相当額の支援を行う方向で検討

深 澤 秋 子

議
員  

文
部
科
学
省
の
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
は
、「
在

籍
児
童
数
」
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
る
た
め
不
登
校
の
児
童
生

徒
も
対
象
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
当
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
現
在
、
県
内
自
治

体
の
取
組
状
況
や
制
度
設
計
等

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。
当
市
と
し
て
は
、
不
登

校
な
ど
の
事
情
に
よ
り
給
食
停

止
の
意
思
表
示
が
あ
り
恒
常
的

に
給
食
を
喫
食
し
て
い
な
い
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
給

食
費
相
当
額
の
支
援
を
行
う
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員  

ク
マ
の
出
没
が
６
月

に
入
っ
て
連
日
報
告
さ
れ
、
そ

の
中
に
は
釜
石
中
学
校
付
近
や

上
中
島
バ
ス
停
付
近
な
ど
児
童

生
徒
が
登
下
校
す
る
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て

い
る
。登
下
校
の
安
全
確
保
は
。

教
育
部
長

市
教
育
委
員
会
作

成
「
ク
マ
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
も
と
安
全
指
導
等
を
継

続
的
に
行
い
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
今
年
度
の
新
た
な
取
組
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
弾
力

的
な
運
用
に
よ
り
安
全
確
保
を

図
る
こ
と
を
念
頭
に
、
空
席
が

あ
る
場
合
に
、
遠
方
か
ら
徒
歩

で
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
を

優
先
さ
せ
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
で
き

る
よ
う
７
月
１
日
か
ら
の
運
用

目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
児
童
生
徒
へ
の
ク
マ
鈴

の
配
布
も
検
討
し
て
お
り
、
小

学
３
年
生
ま
で
の
配
布
準
備
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
中
学
３

年
生
ま
で
の
配
布
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

教育委員会
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会
を
設
定
し
た
い
。

議
員  

教
職
員
の
年
度
初
め

は
、
新
し
い
学
校
作
り
や
子
ど

も
た
ち
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
業
務
に
多
く
の
時
間
を

割
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
課

題
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
が
初
期
設
定
を
行
い
、
事
前

準
備
を
可
能
な
限
り
教
育
委
員

会
側
で
行
う
な
ど
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議
員  

釜
石
市
職
員
が
生
き

生
き
と
業
務
精
励
で
き
る
環
境

整
備
の
考
え
は
。

総
務
課
長

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
体

制
の
在
り
方
を
整
理
し
、
実
効

性
の
あ
る
対
策
に
つ
な
げ
た
い
。

民有地を通る避難道の整備は
所有者に理解いただくよう協力したい

三 浦 一 泰
（民政クラブ）

議
員  

嬉
石
漁
港
利
用
者
か

ら
、
津
波
襲
来
時
に
近
く
の
階

段
か
ら
避
難
場
所
の
白
山
小
学

校
へ
避
難
し
た
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
市
の
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
課
長

避
難
経

路
の
重
要
さ
を
町
内
会
で
共
有

し
た
上
で
、
民
有
地
所
有
者
に

も
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
市

も
協
力
し
た
い
。

議
員  

避
難
所
へ
備
蓄
用
個

人
ロ
ッ
カ
ー
設
置
の
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
課
長

個
人
の

備
品
は
、
備
蓄
倉
庫
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
町
内
会
と

協
議
し
使
い
方
を
考
え
た
い
。

議
員  

教
職
員
の
就
業
時
間

外
前
後
の
勤
務
、昼
休
憩
状
況
、

持
帰
り
残
業
を
正
確
に
把
握
す

べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長

校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
勤
務
管
理
を
教

職
員
一
人
一
人
に
徹
底
し
て
い

た
だ
く
こ
と
や
、
校
内
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
で
話
し
合
う
機

問般一 質
　一般質問は６月 23 日、24 日、25 日の３日間行われ、11 人の議員が登壇しました。

質問と答弁の要旨を掲載します。　　（文責は質問議員）

三浦一泰議員 ①地域防災について②教職員の働き方改革について③釜石市役所内の働き方改革について

山﨑長栄議員 ①ナフサ危機について②健康福祉行政について③防災行政について

高橋松一議員 ①第六次釜石市総合計画後期基本計画について②少子化と人口減少対策について③防災対策について

佐々木聡議員 ①市内公共施設の効果と課題ついて②釜石市役所庁舎について③釜石市の職員数と窓口受付時間について
④学校における校外活動の安全確保の徹底等について

磯﨑翔太議員 ①第４次釜石市障がい者福祉計画について②行政機関や関係団体等の情報リテラシーについて
③義務教育下における生成ＡＩとＳＮＳの活用について

野田忠幸議員 ①空き家対策について②第六次釜石市総合計画後期基本計画について
③プレミアム付き地域商品券 (かまいしエール券 ) について

佐藤憲弘議員 ①観光政策と定住促進について②入札・契約制度の運用について

細田孝子議員 ①行政サービスの提供について②安心して子供を産み育てられる環境整備について
③障がい福祉行政について④教育行政について

古川愛明議員 ①危機管理行政について②市民生活行政について

村田信之議員 ①地域力について②こども食堂について③地域コミュニティについて

深澤秋子議員 ①物価高騰について②教育行政について③保健福祉行政について

嬉石漁港近くの避難道入口

三浦一泰議員 ①地域防災について②教職員の働き方改革について③釜石市役所内の働き方改革について

山﨑長栄議員 ①ナフサ危機について②健康福祉行政について③防災行政について

高橋松一議員 ①第六次釜石市総合計画後期基本計画について②少子化と人口減少対策について③防災対策について

佐々木聡議員 ①市内公共施設の効果と課題ついて②釜石市役所庁舎について③釜石市の職員数と窓口受付時間について

④学校における校外活動の安全確保の徹底等について

磯﨑翔太議員 ①第４次釜石市障がい者福祉計画について②行政機関や関係団体等の情報リテラシーについて

③義務教育下における生成ＡＩとＳＮＳの活用について

野田忠幸議員 ①空き家対策について②第六次釜石市総合計画後期基本計画について

③プレミアム付き地域商品券 (かまいしエール券 ) について

佐藤憲弘議員 ①観光政策と定住促進について②入札・契約制度の運用について

細田孝子議員 ①行政サービスの提供について②安心して子供を産み育てられる環境整備について③障がい福祉行政について

④教育行政について

古川愛明議員 ①危機管理行政について②市民生活行政について

村田信之議員 ①地域力について②こども食堂について③地域コミュニティについて

深澤秋子議員 ①物価高騰について②教育行政について③保健福祉行政について
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死亡手続のワンストップ対応を！

東北復興高校ラグビー交流会の今後は

可能となるよう進めていきたい

地域との連携充実に努める

細 田 孝 子

古 川 愛 明

（公明党）

（創政会）

議
員  

新
市
庁
舎
で
は
、
機

能
を
一
体
的
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
受
付
か
ら
各
種
手

続
ま
で
１
カ
所
で
完
結
で
き
る

環
境
を
整
え
、
手
続
の
効
率
化

と
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
行
政
機
能
が
集

約
化
さ
れ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
死
亡
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
お

悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

死
亡
し
た
際

の
手
続
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

多
岐
に
わ
た
る
。
新
市
庁
舎
に

お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
全
て

の
手
続
が
１
カ
所
で
済
む
よ
う

に
、
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

が
可
能
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

議
員  

物
価
高
騰
を
受
け
て
、

日
常
生
活
支
援
用
具
の
価
格
に

影
響
は
無
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

業
者
へ
の
調

査
で
は
、
６
年
度
・
７
年
度
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
程
度
の
価
格
上

昇
が
見
ら
れ
今
後
も
値
上
げ
が

見
込
ま
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

議
員  

支
援
用
具
の
値
上
が

り
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
実
情

に
十
分
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

基
準
額
の
見
直
し
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

全
て
の
用
具

が
基
準
額
を
超
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
基
準
額
に
つ
い

　
　
　
て
は
上
げ
る
必
要
が
あ

　
　
　
る
と
思
う
。
時
期
に
つ

　
　
　
い
て
は
明
確
に
で
き

　
　
　
な
い
が
で
き
る
だ
け

　
　
　
早
期
に
対
応
し
た
い
。

議
員  

東
北
復
興
高
校
ラ
グ

ビ
ー
交
流
会
は
今
年
で
４
回
目

を
迎
え
、
本
年
も
４
月
１
日
か

ら
３
日
ま
で
の
日
程
で
、
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
。そ
の
目
的
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

東
北
復
興
ラ

グ
ビ
ー
交
流
会
は
、
震
災
復
興

の
象
徴
で
あ
る
釜
石
鵜
住
居
復

興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
に
、
ラ

グ
ビ
ー
交
流
と
震
災
学
習
を
一

体
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
高
校
ラ
ク
ビ
ー
を
通
じ
た

交
流
、
人
材
育
成
、
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員  

釜
石
市
ラ
ク
ビ
ー
協

会
長
は
、
息
の
長
い
交
流
会
と

し
て
継
続
し
た
い
と
話
し
て
い

る
。
東
北
復
興
高
校
ラ
グ
ビ
ー

交
流
会
を
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

と
し
て
後
押
し
し
、
復
興
の
手

助
け
、
街
の
に
ぎ
わ
い
、
観
光
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
な
り
得
る

も
の
と
考
え
る
。
地
元
自
治
会

等
と
連
携
し
、
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

が
。

市
民
生
活
部
長

実
行
委
員
会

は
、
岩
手
県
及
び
釜
石
ラ
ク
ビ

ー
協
会
員
、
各
校
監
督
を
中
心

と
し
た
幹
事
が
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
で
延
べ
65
チ

ー
ム
、
約
２
１
０
０
人
の
高
校

生
が
参
加
す
る
全
国
有
数
規
模

の
交
流
事
業
に
発
展
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
学
習
の
一
環

と
し
て
高
校
生
に
よ
る
語
り
部

の
講
話
や
、
震
災
伝
承
施
設
の

見
学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
実
行
委
員
会
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
、
受
入
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

釜石市のおくやみ
　ハンドブック

東北復興高校ラグビー交流会
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ナフサの影響を受ける建設業

私たちのまちの紹介

ナフサ危機の影響と考えられる支援は
需給の偏りや目詰まりの解消だ

山 﨑 長 栄
（公明党）

歴史・文化の伝承郷土愛が不足では
海山川を活かす施策を子どもたちに

高 橋 松 一
（令和クラブ）

議
員  

ま
ち
づ
く
り
に
重
要

な
歴
史
・
文
化
・
郷
土
芸
能
の

伝
承
、
郷
土
愛
が
不
足
で
は
。

総
務
企
画
部
長

　
海
・
山
・
川
の

自
然
環
境
は
市
政
運
営
・
ま
ち

づ
く
り
全
般
に
貴
重
な
資
源
。

自
然
環
境
全
般
、
子
ど
も
た
ち

に
多
様
な
自
然
体
験
の
機
会
づ

く
り
を
実
施
。
海
の
分
野
で
は

根
浜
海
水
浴
場
の
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
漁
船
を
活
用
し
た
漁

業
体
験
や
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
お
け
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
御
箱
崎
千

畳
敷
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
。
つ

な
が
り
人
口
の
拡
大
や
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
識
。

山
の
分
野
で
は
釜
石
ま
ん
ぷ
く

フ
ェ
ス
に
お
け
る
親
子
木
工
教

室
の
実
施
、
五
葉
山
登
山
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
森
林
に
親
し
む
機

会
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
川
の
分
野
で
は
ホ
タ
ル
観

察
会
の
開
催
や
ア
ユ
・
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
放
流
な
ど
の
活
動
を
継

続
実
施
、
身
近
な
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
機
会
と

す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
河
川
環
境
の
保

全
活
動
、
県
内
外
か
ら
釣
り
人

が
訪
れ
る
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

海
・
山
・
川
を
活
か
し
た
取
組

に
よ
り
、
子
育
て
や
教
育
に
加

え
、
観
光
を
通
じ
た
産
業
振
興

な
ど
に
効
果
を
発
揮
。
当
市
、

昭
和
30
年
に
隣
接
す
る
４
村
が

合
併
。
今
の
市
域
が
形
成
、
こ

の
経
過
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た

各
地
域
の
資
源
・
特
性
を
活
か

す
こ
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
重
要
と
の
認
識
。

議
員  

ナ
フ
サ
の
供
給
不
安

が
続
い
て
い
る
。
我
が
国
は
約

４
割
を
中
東
か
ら
、
約
２
割
を

他
地
域
か
ら
輸
入
し
、
残
り
４

割
の
国
産
分
も
元
と
な
る
原
料

は
、
中
東
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
今
、
多
方
面
に
お
い

て
製
品
の
品
薄
、
値
上
げ
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
状
況
が
長
引
く

と
市
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
も
少

な
か
ら
ず
危
惧
さ
れ
る
が
、
考

え
ら
れ
る
支
援
策
は
。

市
長

国
は
ナ
フ
サ
の
供
給

は
「
必
要
量
は
確
保
さ
れ
て
い

る
」
と
の
認
識
の
も
と
、
年
度

を
超
え
て
供
給
が
継
続
で
き
る

と
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
供

給
が
途
絶
え
る
事
態
は
予
見
さ

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
内
企
業
か
ら
は
「
ナ
フ
サ
関

連
資
材
等
の
仕
入
れ
価
格
が
概

ね
２
割
か
ら
５
割
程
度
、
上
昇

し
て
い
る
」
「
資
材
の
仕
入
れ

自
体
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ナ

フ
サ
の
価
格
上
昇
に
よ
る
資
材

価
格
の
高
騰
と
、
供
給
の
偏
り

や
流
通
の
目
詰
ま
り
が
、
企
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
資
材
価
格
の
高

騰
や
、
事
業
活
動
に
欠
か
せ
な

い
資
材
の
供
給
不
安
が
長
期
化

し
、
悪
化
し
た
場
合
は
、
市
内

経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
事
業

縮
小
や
休
業
に
つ
な
が
り
、
雇

用
を
始
め
と
し
た
地
域
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
全

国
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て

発
生
し
て
お
り
、
国
は
、
関
係

省
庁
が
事
業
者
に
直
接
ア
プ
ロ

ー
チ
し
、
需
給
の
偏
り
や
目
詰

ま
り
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。
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議
員  

市
長
は
観
光
政
策
を

人
口
減
少
対
策
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
考
え
か
。

市
長

住
む
人
と
訪
れ
る
人

を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
う

も
の
と
位
置
づ
け
、
交
流
人
口

の
拡
大
か
ら
関
係
人
口
の
創

出
、
さ
ら
に
は
定
住
へ
と
つ
な

が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と

で
、「
訪
れ
る
人
に
も
、
住
む
人

に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
釜
石
」
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
。

議
員  

関
係
人
口
を
創
出
す

る
際
の
課
題
は
。

総
務
企
画
部
長

当
市
を
訪
れ

た
方
が
一
度
の
観
光
で
終
わ
ら

ず
、
再
訪
・
リ
ピ
ー
タ
ー
化
、

さ
ら
に
は
継
続
的
な
関
わ
り
を

持
つ
「
関
係
人
口
」。
こ
の
局

面
で
の
課
題
は
、
再
訪
し
た
く

な
る
、
あ
る
い
は
継
続
的
に
関

わ
り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
住
民
と

の
交
流
の
場
を
提
供
で
き
て
い

目指すまちづくりは
訪れる人にも住む人にも選ばれるまち

佐 藤 憲 弘

御箱崎の千畳敷

（民政クラブ）

る
か
と
い
う
点
。
「
来
て
も
ら

う
」
施
策
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
強
化
、
移
住
検
討

者
に
、
暮
ら
し
と
魅
力
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
、
暮
ら
し
お
試

し
移
住
パ
ッ
ク
を
提
供
し
て
い

る
。

議
員  

公
共
工
事
の
予
算
は

税
金
。
競
争
性
の
確
保
も
重
要

だ
が
そ
れ
以
上
に
公
共
事
業
に

よ
る
資
金
が
地
域
内
で
循
環

し
、
雇
用
や
技
術
の
維
持
に
つ

な
が
る
こ
と
も
重
要
だ
。
当
局

は
公
共
調
達
を
地
域
経
済
政
策

の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
市
内
事

業
者
へ
の
優
先
発
注
を
今
後
も

維
持
・
強
化
し
て
い
く
考
え
か
。

財
政
課
長

市
内
事
業
者
の
発

注
に
つ
い
て
は
、
優
先
制
度
を

引
き
続
き
進
め
る
。

観光振興政策で差別化を図ってきたか
歴史・経験の全体で差別化と捉えた

野 田 忠 幸
（21 世紀の会）

議
員
　
観
光
振
興
に
お
い

て
、
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
釜
石

が
有
す
る
唯
一
無
二
の｢

鉄
の

歴
史｣

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
差

別
化
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　

鉄

を

中

心
　

と
し
た
産
業
・
文
化
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
等
を
経
験

し
た
釜
石
全
体
を
も
っ
て
差
別

化
と
考
え
て
き
た
。
近
代
製
鉄

発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
・
文

化
は
釜
石
の
貴
重
な
資
源
で
あ

り
、
一
度
訪
れ
て
み
た
い
土
地

と
な
る
よ
う
そ
の
情
報
発
信
に

重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
は
年
金
受
給
者
が
購
入
し

難
い
期
日
に
販
売
す
る
こ
と
が

続
い
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

産
業
振
興
部
長
　
本
事
業
は
国

の
交
付
金
と
市
の
一
般
財
源
を

充
て
る
の
で
そ
の
予
算
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び

市
民
生
活
へ
の
支
援
と
い
う
事

業
効
果
の
早
期
実
現
を
図
る
た

め
の
販
売
日
設
定
だ
っ
た
。
第

８
弾
の
追
加
販
売
は
年
金
受
給

者
等
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
８

月
21
日
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
　
空
き
家
を
除
去
後
５

年
間
は
固
定
資
産
税
を
そ
れ
ま

で
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
減
免

す
る
と
な
っ
た
が
、
適
用
を
受

け
る
に
当
た
り
注
意
点
は
。

総
務
企
画
部
長

事
前
相
談
を

要
件
と
す
る
。
減
免
措
置
の
対

象
要
件
を
事
前
確
認
し
、
事
後

の
不
利
益
や
手
続
き
の
遅
延
を

防
止
す
る
た
め
、ま
た
、除
去
後

で
は
現
地
の
状
況
確
認
が
困
難

と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
だ
。

事
前
確
認
に
は
一
定
の
期
間
を

要
す
る
の
で
余
裕
を
も
っ
て
相

談
し
て
ほ
し
い
。

第８弾かまいしエール券
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8かまいし市議会だより
第１８5号

市役所新庁舎開庁に伴うメリットは

障がい者福祉計画における人材確保は

手続が１カ所で完結できる

基盤は行政が、地域には補完を期待

佐々木　聡

磯 﨑 翔 太
（創政会）

（至誠の会）

議
員  

現
在
、
市
庁
舎
は
第
１

庁
舎
か
ら
第
５
庁
舎
と
大
渡
町

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
鈴

子
町
の
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
内
、

嬉
石
町
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
が
、
新
庁
舎
開
庁
に

伴
い
、
ど
こ
ま
で
行
政
機
能
が

集
約
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
当
市
で

は
、
行
政
機
能
が
分
散
し
て
い

た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
複

数
の
庁
舎
を
移
動
し
な
が
ら
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ご
不

便
を
か
け
て
き
た
。
新
市
庁
舎

で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
各
種
手
続
が
１

カ
所
で
完
結
で
き
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な

り
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
来

庁
の
際
、
駐
車
場
の
利
用
環
境

の
改
善
に
加
え
、
バ
ス
停
を
敷

地
内
へ
移
設
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
と
の
接
続
が
向
上
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
な

る
。
さ
ら
に
、
庁
舎
内
の
窓
口

配
置
や
動
線
を
分
か
り
や
す
く

す
る
こ
と
で
、
来
庁
さ
れ
た
方

が
迷
う
こ
と
な
く
手
続
を
行
え

る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
施

設
面
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
段
差

の
解
消
、
案
内
表
示
の
充
実
な

ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

市
産
木
材
の
活
用
な
ど
で
、
地

域
性
や
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
み
ん
な

の
ホ
ー
ル
」
や
相
談
室
の
充
実

で
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
開
か
れ
た
庁
舎
と
し
た
。

議
員

　
第
４
次
障
が
い
者
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
福
祉
に
従

事
す
る
人
材
は
十
分
に
確
保
で

き
る
か
。

市
長

今
後
の
人
口
構
造
や

労
働
力
の
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
必
要
な
人
材
が
十
分
に
確

保
で
き
る
と
は
考
え
て
な
い
。

基
盤
と
な
る
部
分
は
引
続
き
行

政
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
日
常

生
活
の
延
長
線
上
に
あ
る
取
組

を
補
完
的
に
担
っ
て
ほ
し
い
。

議
員
　
委
託
先
と
の
契
約
に

お
い
て
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
合
意
が

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長

釜
石
市
の
保

有
す
る
個
人
情
報
等
の
適
切
な

管
理
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

規
定
に
基
づ
き
運
用
を
し
て
い

る
。
外
部
委
託
す
る
場
合
、
個

人
情
報
の
適
切
な
管
理
を
行
う

能
力
を
有
す
る
者
を
選
定
す
る

旨
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
先
の
責
務
を
明
確
に

規
定
し
た
特
記
事
項
を
契
約
時

に
添
付
し
て
い
る
。

議
員

　
義
務
教
育
下
に
あ
る

児
童
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
利
用
の
是
非

に
つ
い
て
は
。

教
育
長

個
人
情
報
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
肖
像
権
の
保
護

や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
家
庭
の
協
力
も

必
要
な
た
め
、
参
観
日
に
合
わ

せ
て
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
親

子
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

る
。
今
後
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
む
が
、
誰
で
も
加
害
者
や

被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
国
と
し
て
一
定
の
制
限
を

設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

利便性の向上が期待される窓口

誰もが暮らしやすい
障がい福祉計画に
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市役所新庁舎開庁に伴うメリットは

障がい者福祉計画における人材確保は

手続が１カ所で完結できる

基盤は行政が、地域には補完を期待

佐々木　聡

磯 﨑 翔 太
（創政会）

（至誠の会）

議
員  

現
在
、
市
庁
舎
は
第
１

庁
舎
か
ら
第
５
庁
舎
と
大
渡
町

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
鈴

子
町
の
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
内
、

嬉
石
町
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
が
、
新
庁
舎
開
庁
に

伴
い
、
ど
こ
ま
で
行
政
機
能
が

集
約
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
当
市
で

は
、
行
政
機
能
が
分
散
し
て
い

た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
複

数
の
庁
舎
を
移
動
し
な
が
ら
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ご
不

便
を
か
け
て
き
た
。
新
市
庁
舎

で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
各
種
手
続
が
１

カ
所
で
完
結
で
き
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な

り
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
来

庁
の
際
、
駐
車
場
の
利
用
環
境

の
改
善
に
加
え
、
バ
ス
停
を
敷

地
内
へ
移
設
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
と
の
接
続
が
向
上
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
な

る
。
さ
ら
に
、
庁
舎
内
の
窓
口

配
置
や
動
線
を
分
か
り
や
す
く

す
る
こ
と
で
、
来
庁
さ
れ
た
方

が
迷
う
こ
と
な
く
手
続
を
行
え

る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
施

設
面
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
段
差

の
解
消
、
案
内
表
示
の
充
実
な

ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

市
産
木
材
の
活
用
な
ど
で
、
地

域
性
や
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
み
ん
な

の
ホ
ー
ル
」
や
相
談
室
の
充
実

で
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
開
か
れ
た
庁
舎
と
し
た
。

議
員

　
第
４
次
障
が
い
者
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
福
祉
に
従

事
す
る
人
材
は
十
分
に
確
保
で

き
る
か
。

市
長

今
後
の
人
口
構
造
や

労
働
力
の
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
必
要
な
人
材
が
十
分
に
確

保
で
き
る
と
は
考
え
て
な
い
。

基
盤
と
な
る
部
分
は
引
続
き
行

政
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
日
常

生
活
の
延
長
線
上
に
あ
る
取
組

を
補
完
的
に
担
っ
て
ほ
し
い
。

議
員

　
委
託
先
と
の
契
約
に

お
い
て
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
合
意
が

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長

釜
石
市
の
保

有
す
る
個
人
情
報
等
の
適
切
な

管
理
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

規
定
に
基
づ
き
運
用
を
し
て
い

る
。
外
部
委
託
す
る
場
合
、
個

人
情
報
の
適
切
な
管
理
を
行
う

能
力
を
有
す
る
者
を
選
定
す
る

旨
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
先
の
責
務
を
明
確
に

規
定
し
た
特
記
事
項
を
契
約
時

に
添
付
し
て
い
る
。

議
員

　
義
務
教
育
下
に
あ
る

児
童
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
利
用
の
是
非

に
つ
い
て
は
。

教
育
長

個
人
情
報
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
肖
像
権
の
保
護

や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
家
庭
の
協
力
も

必
要
な
た
め
、
参
観
日
に
合
わ

せ
て
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
親

子
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

る
。
今
後
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
む
が
、
誰
で
も
加
害
者
や

被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
国
と
し
て
一
定
の
制
限
を

設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

利便性の向上が期待される窓口

誰もが暮らしやすい
障がい福祉計画に
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死亡手続のワンストップ対応を！

東北復興高校ラグビー交流会の今後は

可能となるよう進めていきたい

地域との連携充実に努める

細 田 孝 子

古 川 愛 明

（公明党）

（創政会）

議
員  

新
市
庁
舎
で
は
、
機

能
を
一
体
的
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
受
付
か
ら
各
種
手

続
ま
で
１
カ
所
で
完
結
で
き
る

環
境
を
整
え
、
手
続
の
効
率
化

と
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
行
政
機
能
が
集

約
化
さ
れ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
死
亡
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
お

悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

死
亡
し
た
際

の
手
続
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

多
岐
に
わ
た
る
。
新
市
庁
舎
に

お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
全
て

の
手
続
が
１
カ
所
で
済
む
よ
う

に
、
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

が
可
能
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

議
員  

物
価
高
騰
を
受
け
て
、

日
常
生
活
支
援
用
具
の
価
格
に

影
響
は
無
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

業
者
へ
の
調

査
で
は
、
６
年
度
・
７
年
度
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
程
度
の
価
格
上

昇
が
見
ら
れ
今
後
も
値
上
げ
が

見
込
ま
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

議
員  

支
援
用
具
の
値
上
が

り
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
実
情

に
十
分
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

基
準
額
の
見
直
し
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

全
て
の
用
具

が
基
準
額
を
超
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
基
準
額
に
つ
い

　
　
　
て
は
上
げ
る
必
要
が
あ

　
　
　
る
と
思
う
。
時
期
に
つ

　
　
　
い
て
は
明
確
に
で
き

　
　
　
な
い
が
で
き
る
だ
け

　
　
　
早
期
に
対
応
し
た
い
。

議
員  

東
北
復
興
高
校
ラ
グ

ビ
ー
交
流
会
は
今
年
で
４
回
目

を
迎
え
、
本
年
も
４
月
１
日
か

ら
３
日
ま
で
の
日
程
で
、
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
。そ
の
目
的
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

東
北
復
興
ラ

グ
ビ
ー
交
流
会
は
、
震
災
復
興

の
象
徴
で
あ
る
釜
石
鵜
住
居
復

興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
に
、
ラ

グ
ビ
ー
交
流
と
震
災
学
習
を
一

体
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
高
校
ラ
ク
ビ
ー
を
通
じ
た

交
流
、
人
材
育
成
、
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員  

釜
石
市
ラ
ク
ビ
ー
協

会
長
は
、
息
の
長
い
交
流
会
と

し
て
継
続
し
た
い
と
話
し
て
い

る
。
東
北
復
興
高
校
ラ
グ
ビ
ー

交
流
会
を
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

と
し
て
後
押
し
し
、
復
興
の
手

助
け
、
街
の
に
ぎ
わ
い
、
観
光
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
な
り
得
る

も
の
と
考
え
る
。
地
元
自
治
会

等
と
連
携
し
、
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

が
。

市
民
生
活
部
長

実
行
委
員
会

は
、
岩
手
県
及
び
釜
石
ラ
ク
ビ

ー
協
会
員
、
各
校
監
督
を
中
心

と
し
た
幹
事
が
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
で
延
べ
65
チ

ー
ム
、
約
２
１
０
０
人
の
高
校

生
が
参
加
す
る
全
国
有
数
規
模

の
交
流
事
業
に
発
展
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
学
習
の
一
環

と
し
て
高
校
生
に
よ
る
語
り
部

の
講
話
や
、
震
災
伝
承
施
設
の

見
学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
実
行
委
員
会
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
、
受
入
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

釜石市のおくやみ
　ハンドブック

東北復興高校ラグビー交流会
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ナフサの影響を受ける建設業

私たちのまちの紹介

ナフサ危機の影響と考えられる支援は
需給の偏りや目詰まりの解消だ

山 﨑 長 栄
（公明党）

歴史・文化の伝承郷土愛が不足では
海山川を活かす施策を子どもたちに

高 橋 松 一
（令和クラブ）

議
員  

ま
ち
づ
く
り
に
重
要

な
歴
史
・
文
化
・
郷
土
芸
能
の

伝
承
、
郷
土
愛
が
不
足
で
は
。

総
務
企
画
部
長
　
海
・
山
・
川
の

自
然
環
境
は
市
政
運
営
・
ま
ち

づ
く
り
全
般
に
貴
重
な
資
源
。

自
然
環
境
全
般
、
子
ど
も
た
ち

に
多
様
な
自
然
体
験
の
機
会
づ

く
り
を
実
施
。
海
の
分
野
で
は

根
浜
海
水
浴
場
の
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
漁
船
を
活
用
し
た
漁

業
体
験
や
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
お
け
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
御
箱
崎
千

畳
敷
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
。
つ

な
が
り
人
口
の
拡
大
や
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
識
。

山
の
分
野
で
は
釜
石
ま
ん
ぷ
く

フ
ェ
ス
に
お
け
る
親
子
木
工
教

室
の
実
施
、
五
葉
山
登
山
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
森
林
に
親
し
む
機

会
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
川
の
分
野
で
は
ホ
タ
ル
観

察
会
の
開
催
や
ア
ユ
・
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
放
流
な
ど
の
活
動
を
継

続
実
施
、
身
近
な
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
機
会
と

す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
河
川
環
境
の
保

全
活
動
、
県
内
外
か
ら
釣
り
人

が
訪
れ
る
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

海
・
山
・
川
を
活
か
し
た
取
組

に
よ
り
、
子
育
て
や
教
育
に
加

え
、
観
光
を
通
じ
た
産
業
振
興

な
ど
に
効
果
を
発
揮
。
当
市
、

昭
和
30
年
に
隣
接
す
る
４
村
が

合
併
。
今
の
市
域
が
形
成
、
こ

の
経
過
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た

各
地
域
の
資
源
・
特
性
を
活
か

す
こ
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
重
要
と
の
認
識
。

議
員  

ナ
フ
サ
の
供
給
不
安

が
続
い
て
い
る
。
我
が
国
は
約

４
割
を
中
東
か
ら
、
約
２
割
を

他
地
域
か
ら
輸
入
し
、
残
り
４

割
の
国
産
分
も
元
と
な
る
原
料

は
、
中
東
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
今
、
多
方
面
に
お
い

て
製
品
の
品
薄
、
値
上
げ
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
状
況
が
長
引
く

と
市
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
も
少

な
か
ら
ず
危
惧
さ
れ
る
が
、
考

え
ら
れ
る
支
援
策
は
。

市
長

国
は
ナ
フ
サ
の
供
給

は
「
必
要
量
は
確
保
さ
れ
て
い

る
」
と
の
認
識
の
も
と
、
年
度

を
超
え
て
供
給
が
継
続
で
き
る

と
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
供

給
が
途
絶
え
る
事
態
は
予
見
さ

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
内
企
業
か
ら
は
「
ナ
フ
サ
関

連
資
材
等
の
仕
入
れ
価
格
が
概

ね
２
割
か
ら
５
割
程
度
、
上
昇

し
て
い
る
」
「
資
材
の
仕
入
れ

自
体
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ナ

フ
サ
の
価
格
上
昇
に
よ
る
資
材

価
格
の
高
騰
と
、
供
給
の
偏
り

や
流
通
の
目
詰
ま
り
が
、
企
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
資
材
価
格
の
高

騰
や
、
事
業
活
動
に
欠
か
せ
な

い
資
材
の
供
給
不
安
が
長
期
化

し
、
悪
化
し
た
場
合
は
、
市
内

経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
事
業

縮
小
や
休
業
に
つ
な
が
り
、
雇

用
を
始
め
と
し
た
地
域
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
全

国
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て

発
生
し
て
お
り
、
国
は
、
関
係

省
庁
が
事
業
者
に
直
接
ア
プ
ロ

ー
チ
し
、
需
給
の
偏
り
や
目
詰

ま
り
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。
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こども食堂をどう評価するか
地域の絆を育むセーフティーネット

村 田 信 之

みんなが力を合わせて綱引き
平田「にこにこ食堂」にて

議
員  

市
内
各
地
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
の

活
動
を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

市
内
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
は
、

単
な
る
食
事
の
提
供
の
場
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
で
あ
り
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て

顔
の
見
え
る
関
係
を
育
む
場
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
高
齢
者
の
活
躍
の

場
と
な
る
な
ど
、
多
世
代
交
流

の
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
が
広
が

る
こ
と
で
、
豊
か
な
食
体

験
や
健
康
づ
く
り
、
安
心

で
き
る
居
場
所
の
提
供
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
は
世
代
を
超
え

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
現
在
、
市
内
各
地
区
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
食
事
を
無
料
ま
た

は
低
額
で
提
供
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ゲ
ー
ム
や
運
動
、
歌
や

踊
り
な
ど
を
取
り
入
れ
、
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
、
高
齢
者
ま

で
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
楽
し

め
る
多
世
代
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

活
動
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
地

域
住
民
の
関
係
性
が
地
域
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機

能
す
る
な
ど
、
大
き
な
意
義
を

持
つ
取
組
で
あ
る
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。

平田「にこにこ食堂」にて

不登校生の給食費無償化への対応は
給食費相当額の支援を行う方向で検討

深 澤 秋 子

議
員  

文
部
科
学
省
の
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
は
、「
在

籍
児
童
数
」
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
る
た
め
不
登
校
の
児
童
生

徒
も
対
象
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
当
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
現
在
、
県
内
自
治

体
の
取
組
状
況
や
制
度
設
計
等

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。
当
市
と
し
て
は
、
不
登

校
な
ど
の
事
情
に
よ
り
給
食
停

止
の
意
思
表
示
が
あ
り
恒
常
的

に
給
食
を
喫
食
し
て
い
な
い
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
給

食
費
相
当
額
の
支
援
を
行
う
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員  

ク
マ
の
出
没
が
６
月

に
入
っ
て
連
日
報
告
さ
れ
、
そ

の
中
に
は
釜
石
中
学
校
付
近
や

上
中
島
バ
ス
停
付
近
な
ど
児
童

生
徒
が
登
下
校
す
る
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て

い
る
。登
下
校
の
安
全
確
保
は
。

教
育
部
長

市
教
育
委
員
会
作

成
「
ク
マ
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
も
と
安
全
指
導
等
を
継

続
的
に
行
い
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
今
年
度
の
新
た
な
取
組
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
弾
力

的
な
運
用
に
よ
り
安
全
確
保
を

図
る
こ
と
を
念
頭
に
、
空
席
が

あ
る
場
合
に
、
遠
方
か
ら
徒
歩

で
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
を

優
先
さ
せ
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
で
き

る
よ
う
７
月
１
日
か
ら
の
運
用

目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
児
童
生
徒
へ
の
ク
マ
鈴

の
配
布
も
検
討
し
て
お
り
、
小

学
３
年
生
ま
で
の
配
布
準
備
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
中
学
３

年
生
ま
で
の
配
布
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

教育委員会
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会
を
設
定
し
た
い
。

議
員  

教
職
員
の
年
度
初
め

は
、
新
し
い
学
校
作
り
や
子
ど

も
た
ち
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
業
務
に
多
く
の
時
間
を

割
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
課

題
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
が
初
期
設
定
を
行
い
、
事
前

準
備
を
可
能
な
限
り
教
育
委
員

会
側
で
行
う
な
ど
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議
員  

釜
石
市
職
員
が
生
き

生
き
と
業
務
精
励
で
き
る
環
境

整
備
の
考
え
は
。

総
務
課
長

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
体

制
の
在
り
方
を
整
理
し
、
実
効

性
の
あ
る
対
策
に
つ
な
げ
た
い
。

民有地を通る避難道の整備は
所有者に理解いただくよう協力したい

三 浦 一 泰
（民政クラブ）

議
員  

嬉
石
漁
港
利
用
者
か

ら
、
津
波
襲
来
時
に
近
く
の
階

段
か
ら
避
難
場
所
の
白
山
小
学

校
へ
避
難
し
た
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
市
の
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
課
長

避
難
経

路
の
重
要
さ
を
町
内
会
で
共
有

し
た
上
で
、
民
有
地
所
有
者
に

も
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
市

も
協
力
し
た
い
。

議
員  

避
難
所
へ
備
蓄
用
個

人
ロ
ッ
カ
ー
設
置
の
考
え
は
。

防
災
危
機
管
理
課
長

個
人
の

備
品
は
、
備
蓄
倉
庫
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
町
内
会
と

協
議
し
使
い
方
を
考
え
た
い
。

議
員  

教
職
員
の
就
業
時
間

外
前
後
の
勤
務
、昼
休
憩
状
況
、

持
帰
り
残
業
を
正
確
に
把
握
す

べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長

校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
勤
務
管
理
を
教

職
員
一
人
一
人
に
徹
底
し
て
い

た
だ
く
こ
と
や
、
校
内
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
で
話
し
合
う
機

問般一 質
　一般質問は６月 23 日、24 日、25 日の３日間行われ、11 人の議員が登壇しました。

質問と答弁の要旨を掲載します。　　（文責は質問議員）

三浦一泰議員 ①地域防災について②教職員の働き方改革について③釜石市役所内の働き方改革について

山﨑長栄議員 ①ナフサ危機について②健康福祉行政について③防災行政について

高橋松一議員 ①第六次釜石市総合計画後期基本計画について②少子化と人口減少対策について③防災対策について

佐々木聡議員 ①市内公共施設の効果と課題ついて②釜石市役所庁舎について③釜石市の職員数と窓口受付時間について
④学校における校外活動の安全確保の徹底等について

磯﨑翔太議員 ①第４次釜石市障がい者福祉計画について②行政機関や関係団体等の情報リテラシーについて
③義務教育下における生成ＡＩとＳＮＳの活用について

野田忠幸議員 ①空き家対策について②第六次釜石市総合計画後期基本計画について
③プレミアム付き地域商品券 (かまいしエール券 ) について

佐藤憲弘議員 ①観光政策と定住促進について②入札・契約制度の運用について

細田孝子議員 ①行政サービスの提供について②安心して子供を産み育てられる環境整備について
③障がい福祉行政について④教育行政について

古川愛明議員 ①危機管理行政について②市民生活行政について

村田信之議員 ①地域力について②こども食堂について③地域コミュニティについて

深澤秋子議員 ①物価高騰について②教育行政について③保健福祉行政について

嬉石漁港近くの避難道入口

三浦一泰議員 ①地域防災について②教職員の働き方改革について③釜石市役所内の働き方改革について

山﨑長栄議員 ①ナフサ危機について②健康福祉行政について③防災行政について

高橋松一議員 ①第六次釜石市総合計画後期基本計画について②少子化と人口減少対策について③防災対策について

佐々木聡議員 ①市内公共施設の効果と課題ついて②釜石市役所庁舎について③釜石市の職員数と窓口受付時間について

④学校における校外活動の安全確保の徹底等について

磯﨑翔太議員 ①第４次釜石市障がい者福祉計画について②行政機関や関係団体等の情報リテラシーについて

③義務教育下における生成ＡＩとＳＮＳの活用について

野田忠幸議員 ①空き家対策について②第六次釜石市総合計画後期基本計画について

③プレミアム付き地域商品券 (かまいしエール券 ) について

佐藤憲弘議員 ①観光政策と定住促進について②入札・契約制度の運用について

細田孝子議員 ①行政サービスの提供について②安心して子供を産み育てられる環境整備について③障がい福祉行政について

④教育行政について

古川愛明議員 ①危機管理行政について②市民生活行政について

村田信之議員 ①地域力について②こども食堂について③地域コミュニティについて

深澤秋子議員 ①物価高騰について②教育行政について③保健福祉行政について
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議案番号 議　　案　　名 審議結果

請願第１号
子どもに寄り添う時間を確保するための、2027 年度政府予算に係る意見書採択に関す
る請願書

採択 多数

議　　

案

報告第１号 令和 7年度釜石市一般会計繰越明許費の報告について

報告第２号 令和 7年度釜石市水道事業会計予算繰越の報告について

報告第３号 令和 7年度釜石市公共下水道事業会計予算繰越の報告について

報告第４号 令和 7年度釜石市一般会計事故繰越しの報告について

議案第 55 号 釜石市市税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 56 号
釜石市特定復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例の専決処分に関し承認を求めることについて
承認 全員

議案第 57 号 釜石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 58 号
釜石市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の専

決処分に関し承認を求めることについて
承認 全員

議案第 59 号 令和 7年度釜石市一般会計補正予算 (第 10 号 ) の専決処分に関し承認を求めることについて 承認 全員

議案第 60 号 釜石市福祉事務所設置条例等の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 61 号 釜石市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 多数

議案第 62 号 釜石市市税条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 63 号 釜石市印鑑条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 64 号 釜石市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 65 号
釜石市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 全員

議案第 66 号
釜石市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

可決 全員

議案第 67 号 釜石市立小中学校の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 68 号 釜石市教育研究所設置条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 69 号 令和 8年度釜石市一般会計補正予算 (第 1号 ) 可決 全員

議案第 70 号
釜石市新市庁舎建設 ( 電気設備 ) 工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めること
について

可決 全員

議案第 71 号 釜石大槌地区行政事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて 可決 全員

議案第 72 号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定することに関し議決を求めることについ
て

可決 全員

委員会提出

議案第 1号

子どもに寄り添う時間を確保するための、2027 年度政府予算に係る意見書の提出につ
いて

可決 多数

議 決 議 案

■□議案の賛否■□議案の賛否（○は賛成、×は反対、ーは棄権、休は休み。議長は参加いたしません）（○は賛成、×は反対、ーは棄権、休は休み。議長は参加いたしません）

深
澤

佐
藤

井
筒

菊
地

村
田

工
藤

遠
藤

三
浦

磯
﨑

古
川

野
田

佐
々
木
聡

高
橋

菊
池

細
田

山
﨑

佐
々
木
義

千
葉

賛
成

反
対

請願第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 13 4

議案第 61 号 ○ × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 9 8

委員会提出

議案第 1号
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 13 4

６月定例会
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策
に
は
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。

　
学
校
現
場
の
課
題
は
複
雑
で

あ
り
、
教
員
数
の
増
加
の
み
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
政
策
は
教
員
数
の

増
減
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
学

び
の
質
の
向
上
と
い
う
視
点
で

評
価
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
、

人
員
拡
充
に
先
立
ち
、
校
務
Ｄ

Ｘ
や
専
門
人
材
と
の
役
割
分
担

に
よ
る
業
務
改
革
を
優
先
す
る

と
と
も
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
35
人
学
級
の
効
果
を
十
分

に
検
証
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

請
願
内
容
の
多
く
は
令
和
６
年

12
月
に
釜
石
市
議
会
が
可
決
し

た
意
見
書
と
重
複
し
て
い
ま
す
。

釜
石
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

職
員
が
他
人
の
自
転
車

を
窃
取
し
て
、
酒
気
帯
び

運
転
を
し
た
こ
と
を
強
く
受
け

止
め
た
こ
と
が
提
案
理
由
だ

が
、
職
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
で
あ
る
。
過
去
に
監
督
責

任
者
で
あ
る
市
長
、
副
市
長
が

責
任
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
過
去
に
職
員
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
関
係
で
、
責

任
を
と
っ
た
と
い
っ
た
認
識
は

な
い
。

釜
石
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
条
例
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
主
な
改
正
は
、
在
留

カ
ー
ド
及
び
特
別
永
住

者
証
明
書
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
一
体
化
を
可
能
と
す
る

も
の
。
法
改
正
に
合
わ
せ
て
、

今
後
は
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請

が
、
在
留
カ
ー
ド
等
で
も
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
改
正
の
対
象
と
な
る
在

留
者
等
の
数
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
率
は
。

　
対
象
と
な
る
在
留
者
、

永
住
者
数
は
合
わ
せ
て

４
７
７
人
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
者
は
３
４
２
人
、

率
は
71
・
７
％
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
釜
石
市
一
般
会
計

補
正
予
算四

季
彩
イ
ベ
ン
ト
開
催

事
業
に
つ
い
て
、
船
の
復

元
性
検
査
は
10
月
の
釜
石
ま
つ

り
開
催
に
間
に
合
う
か
。

　
復
元
性
検
査
は
９
月
上

旬
ま
で
に
完
了
予
定
で
、

開
催
期
日
に
は
十
分
間
に
合

う
。
海
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ

の
委
託
に
よ
り
船
の
図
面
作
成

や
検
査
立
ち
会
い
を
進
め
、
安

全
確
保
に
加
え
曳
き
船
祭
り
本

来
の
姿
を
取
り
戻
し
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
観
光
誘
致
と
に
ぎ

わ
い
創
出
を
図
り
た
い
。

民
生
常
任
委
員
会

請
願
第
１
号
　
子
ど
も
に
寄
り

添
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め

の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

請
願
書

審
査
の
経
過
・
結
果

審
査
の
経
過
・
結
果

　
本
請
願
の
趣
旨
は
、
小
中
学

生
を
取
り
巻
く
課
題
が
多
様

化
・
深
刻
化
す
る
中
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
の
増
加
や
教
職
員

不
足
、
教
職
志
望
者
の
減
少
等

に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
に

問問

答

答 議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
の

動
画
は
こ
ち
ら

問 答

請
　願

請
　願

答

問

丁
寧
に
向
き
合
う
時
間
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
す
る
も
の
で

す
。
委
員
会
で
は
、
教
職
員
を

め
ぐ
る
環
境
は
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
支
援

員
は
教
員
が
担
う
授
業
や
学
級

経
営
そ
の
も
の
を
代
替
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
教
員
の
負
担

軽
減
に
は
な
お
課
題
が
残
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
内
容
は
本
市
の
教
育
環
境

と
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
採
決
の
結
果
、
本
請
願
は
全

会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　⇓
　
起
立
多
数
で
採
択

　
　討
　論

　
至
誠
の
会
は
、
以
下
の
理
由

で
本
請
願
に
反
対
し
ま
す
。

　
教
育
現
場
が
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
と
の
問
題
意
識

は
共
有
し
ま
す
が
、
学
級
編
制

標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
教
職
員

数
の
増
加
を
中
心
と
し
た
解
決

請
願
の

動
画
は
こ
ち
ら

議会だよりでは随時
表紙写真を募集中です。

★応募先   
gikaijimu#city.kamaishi.iwate.jp
(# を @ に）

応募要項と
詳細は→
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
現
在
、
釜
石
市
議
会
で
は
議

会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

〇
議
員
報
酬
を
見
直
す
理
由

　
議
員
の
報
酬
は
、
平
成
16
年

に
１
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し

月
額
31
万
３
０
０
０
円
（
正
副

議
長
以
外
の
議
員
）
と
し
て
以

来
、
22
年
間
に
わ
た
り
改
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
物

価
の
上
昇
や
最
低
賃
金
の
引
上

げ
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た

議
員
定
数
は
、
平
成
16
年
の
26

人
か
ら
現
在
の
18
人
に
、
８
人

を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
住
民
が
住
み
や
す
い

地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
世
代
、

性
別
、
家
族
構
成
、
職
業
、
政

党
な
ど
多
様
な
属
性
や
考
え
を

持
つ
議
員
が
議
会
を
構
成
し
、

市
政
に
声
を
届
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
議
員
に
は
年

金
や
退
職
金
が
な
い
た
め
、
特

に
若
い
世
代
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
議
会
活
動
を
担
う
人
材
の

確
保
や
、
多
様
な
方
々
が
議
員

を
目
指
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が

議
員
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

〇
目
指
す
月
額
報
酬

　
報
酬
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
現
状
維
持
を
主
張
す
る
議

員
も
い
ま
す
が
、
増
額
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
増
額
要
望
す
る
こ
と
を

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
結
論

と
し
て
い
ま
す
。

　
金
額
は
、
現
在
の
報
酬
額
が

設
定
さ
れ
た
平
成
16
年
度
当
時

の
市
職
員
の
給
与
（
１
号
級
）

と
、
令
和
７
年
ま
で
の
給
与
改

定
率
を
参
考
に
、
１
・
31
倍
の

上
昇
率
と
す
べ
き
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
と
し
て
月
額
議
員
報
酬
を

41
万
円
と
す
る
要
望
を
行
う
こ

と
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
（
議

員
報
酬
は
議
員
報
酬
等
審
議
会

で
審
議
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
員

だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
）

〇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
議
員
報
酬
や
議
員
定
数
は
市

民
の
皆
様
に
関
わ
る
重
要
な
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
は
議
会
事
務
局
及
び
各

地
区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
に
も

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　　

常 任 委 員 会 活 動 報 告
総務常任委員会

　本市では人口減少に伴う職員

数の縮減が見込まれ、身近な市

民サービスの維持が課題となっ

ています。委員会では５月に当

局とＤＸの取組について意見交

換を行い、オンライン申請や生

成ＡＩの活用などにより、便利

で質の高いサービスを継続する

とともに、創出した時間を市民

に寄り添う取組へ充てる方向性

を共有しました。今後は市内８

地区の生活応援センターを訪問

し、現場の声を伺いながら地域

に寄り添う行政の在り方を検討

していきます。

民生常任委員会

　民生常任委員会では、学校給

食に関する政策提言に向けた調

査を進めています。７月６日、

教育委員会と学校給食センター

を委員会へお招きし、学校給食

のおいしさや残食率の改善、地

域との連携などについてヒアリ

ングを行いました。学校給食は、

子どもたちの成長を支えるだけ

でなく、食育や地域とのつなが

りを育む大切な役割も担ってい

ます。委員会では、こうした現

状や課題を踏まえ、学校給食を

核とした政策提言を取りまとめ

る予定です。

経済常任委員会

　経済常任委員会は、２月 17

日に岩手県建設業協会釜石支部

と当局幹部職員同席の下で意見

交換会を実施。建設業を取巻く

課題や今後の公共事業のあり

方、インフラの維持管理、地元

事業者活用について意見が交わ

されました。復興事業が完遂し、

公共工事が減少していること、

資材高騰や若手人材の不足が深

刻な課題であることを改めて共

有。今後も定期的な意見交換を

通じ、地域のインフラ維持や建

設業の持続可能性を確保する必

要性を改めて確認しました。

アンケートはこちら→
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６
月
定
例
会
一
般
質
問
で

　
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で

は
、
防
災
行
政
に
つ
い
て
４
人

は
、
防
災
行
政
に
つ
い
て
４
人

の
議
員
が
取
り
上
げ
た
ほ
か
、

の
議
員
が
取
り
上
げ
た
ほ
か
、

新
市
庁
舎
移
転
後
の
行
政
サ
ー

新
市
庁
舎
移
転
後
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ビ
ス
、
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

た
。
さ
ら
に
、
妊
産
婦
健
診
の

妊
産
婦
健
診
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
や
産

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
や
産

後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

の
質
問
も
出
さ
れ
、
少
子
化
が

の
質
問
も
出
さ
れ
、
少
子
化
が

進
行
す
る
中
で
の
子
育
て
環
境

進
行
す
る
中
で
の
子
育
て
環
境

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
経
済
関
係
で
は
中
東
情
勢
や

　
経
済
関
係
で
は
中
東
情
勢
や

円
安
で
の
物
価
高
騰
、
ナ
フ
サ

円
安
で
の
物
価
高
騰
、
ナ
フ
サ

不
足
に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の

不
足
に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の

影
響
を
懸
念
す
る
質
問
も
出
さ

影
響
を
懸
念
す
る
質
問
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
は
、
新
市
庁
舎
で

　
当
局
か
ら
は
、
新
市
庁
舎
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る
市

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
や
、

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
岩
手
県
に

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
岩
手
県
に

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
旨
の

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
実

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
実

効
性
の
あ
る
支
援
に
取
り
組
む

効
性
の
あ
る
支
援
に
取
り
組
む

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

の
主
な
内
容
は
、
小
学
校
の
統

の
主
な
内
容
は
、
小
学
校
の
統

合
に
伴
い
、
白
山
小
学
校
と
栗

合
に
伴
い
、
白
山
小
学
校
と
栗

林
小
学
校
を
令
和
９
年
４
月
１

林
小
学
校
を
令
和
９
年
４
月
１

日
に
廃
止
す
る
条
例
改
正
や
、

日
に
廃
止
す
る
条
例
改
正
や
、

新
市
庁
舎
の
電
気
設
備
工
事
に

新
市
庁
舎
の
電
気
設
備
工
事
に

お
い
て
避
雷
設
備
や
無
停
電

お
い
て
避
雷
設
備
や
無
停
電

９
月
９
月
2424
日
　
待
ち
望
ま
れ
る
新
庁
舎
開
庁

日
　
待
ち
望
ま
れ
る
新
庁
舎
開
庁

　　

６
月
定
例
会
は
、
６
月

６
月
定
例
会
は
、
６
月
1212
日
か
ら

日
か
ら
2626
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1515
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
招
集
日
に
は
市
長

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
招
集
日
に
は
市
長

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
一
般
質
問
で
は

　
一
般
質
問
で
は
1111
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
防
災
行
政
や
新
市
庁
舎
建
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
行

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
防
災
行
政
や
新
市
庁
舎
建
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
1818
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

件
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
う
委
員
会
提
出
議
案
１
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
う
委
員
会
提
出
議
案
１
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

６月定例会の概要６月定例会の概要

釜石市議会では、本会議等のライブ配信及

び録画配信を行っております。

検索

釜石市議会　youtube

　
　
　
　
　
　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現

　
　
　
　
　
　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現

電
源
装
置
、
災
害
時
の
通
信

電
源
装
置
、
災
害
時
の
通
信

設
備
を
追
加
す
る
た
め
、
約

設
備
を
追
加
す
る
た
め
、
約

９
８
１
万
円
を
増
額
す
る
契
約

９
８
１
万
円
を
増
額
す
る
契
約

変
更
、
市
役
所
移
転
に
伴
い
福

変
更
、
市
役
所
移
転
に
伴
い
福

祉
事
務
所
や
教
育
研
究
所
、
行

祉
事
務
所
や
教
育
研
究
所
、
行

政
事
務
組
合
な
ど
の
所
在
地
を

政
事
務
組
合
な
ど
の
所
在
地
を

新
庁
舎
（
天
神
町
）
へ
変
更
す

新
庁
舎
（
天
神
町
）
へ
変
更
す

る
条
例
改
正
な
ど
で
す
。

る
条
例
改
正
な
ど
で
す
。

　　市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

　
最
終
日
に
は
、
市
職
員
の
不

　
最
終
日
に
は
、
市
職
員
の
不

祥
事
案
を
起
因
と
す
る
、
市
長

祥
事
案
を
起
因
と
す
る
、
市
長

と
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

と
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

条
例
改
正
を
審
議
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
を
審
議
し
ま
し
た
。

管
理
監
督
責
任
と
し
て
、
市
長

管
理
監
督
責
任
と
し
て
、
市
長

は
３
カ
月
間
給
与
の

は
３
カ
月
間
給
与
の
1010
％
、
副

％
、
副

市
長
は
３
カ
月
間
給
与
の
５
％

市
長
は
３
カ
月
間
給
与
の
５
％

を
減
額
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

を
減
額
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら

　
こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら

は
、「
公
務
員
で
あ
る
職
員
は

は
、「
公
務
員
で
あ
る
職
員
は

市
民
の
公
僕
で
あ
り
、
職
員
の

市
民
の
公
僕
で
あ
り
、
職
員
の

不
祥
事
に
対
し
、
管
理
監
督
者

不
祥
事
に
対
し
、
管
理
監
督
者

と
し
て
道
義
的
責
任
を
感
じ
て

と
し
て
道
義
的
責
任
を
感
じ
て

責
任
を
取
ろ
う
と
す
る
市
長
・

責
任
を
取
ろ
う
と
す
る
市
長
・

副
市
長
の
姿
勢
を
尊
重
し
た

副
市
長
の
姿
勢
を
尊
重
し
た

い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、「
か
え
っ
て
職
員
が

一
方
で
、「
か
え
っ
て
職
員
が

萎
縮
す
る
」「
勤
務
時
間
外
の

萎
縮
す
る
」「
勤
務
時
間
外
の

行
為
に
対
し
、
管
理
監
督
ま
で

行
為
に
対
し
、
管
理
監
督
ま
で

責
任
が
及
ぶ
の
か
」「
手
順
的

責
任
が
及
ぶ
の
か
」「
手
順
的

に
再
発
防
止
や
組
織
改
善
に
つ

に
再
発
防
止
や
組
織
改
善
に
つ

い
て
議
会
と
協
議
す
る
べ
き
」

い
て
議
会
と
協
議
す
る
べ
き
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
賛
否
が
拮

な
ど
の
声
も
あ
り
、
賛
否
が
拮

抗
す
る
中
、
賛
成
多
数
で
可
決

抗
す
る
中
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

釜石市議会釜石市議会
ホームページホームページ
はこちら→はこちら→
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令
和
８
年
４
月
22
日
、
大
槌

町
小
鎚
地
区
に
お
い
て
林
野
火

災
が
発
生
し
、
13
時
53
分
に
消

防
へ
通
報
が
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
釜
石
大
槌
地
区
行

政
事
務
組
合
大
槌
消
防
署
及
び

大
槌
町
消
防
団
が
出
動
し
、
小

鎚
地
区
で
消
火
活
動
に
当
た
り

ま
し
た
。

　
同
日
16
時
28
分
に
は
、
大
槌

町
吉
里
吉
里
地
区
に
お
い
て
も

林
野
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合

釜
石
消
防
署
と
釜
石
市
消
防
団

第
６
分
団
・
第
７
分
団
が
出
動

し
、
吉
里
吉
里
地
区
で
の
消
火

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
出
動

し
た
消
防
団
員
は
、
消
防
団
本

部
６
名
、
第
６
分
団
59
名
、
第

７
分
団
22
名
で
、
消
防
車
両
13

台
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
は
夜
を
徹
し
て
消
火
活
動

に
当
た
り
、
延
焼
防
止
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
災
現
場
で
は
防

火
水
槽
の
貯
水
量
が
不
足
す
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
に
は
背
負
式
散
水
装
置

が
十
分
に
配
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、団
員
は
唐
鍬（
と

う
く
わ
）
を
用
い
て
火
を
た
た

く
な
ど
の
地
道
な
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
翌
４
月
23
日
に
は
、
消
防
団

本
部
７
名
、
第
１
分
団
１
名
、

第
４
分
団
８
名
、
第
５
分
団
８

名
が
出
動
し
、
消
防
車
両
５
台

と
と
も
に
午
前
５
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
消
火
活
動
を
継
続
し

ま
し
た
。
平
日
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
活
動
は
参
加
可
能
な
団

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
遠
野
市
、
宮
古

市
、
大
船
渡
市
か
ら
の
応
援
部

隊
が
早
期
に
到
着
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
消
防
団
に
よ
る
大
規

模
な
消
火
活
動
は
４
月
22
日
と

23
日
の
２
日
間
で
終
了
し
ま
し

た
。

　
５
月
２
日
午
後
１
時
に
は
鎮

圧
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
火
災
は

沈
静
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

５
月
６
日
に
は
大
槌
町
城
山
地

区
で
再
び
林
野
火
災
が
発
生

し
、
13
時
25
分
に
消
防
へ
通
報

が
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
連
の
林
野
火
災
に

お
い
て
、
消
防
団
員
は
限
ら
れ

た
装
備
と
水
利
条
件
の
中
で
昼

夜
を
問
わ
ず
消
火
活
動
に
従
事

し
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
特
に
、
厳
し
い
環
境
下
に

お
い
て
も
地
域
を
守
る
た
め
に

懸
命
な
活
動
を
続
け
た
消
防
団

員
の
献
身
は
、
高
く
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

大槌町林野火災における釜石市消防団の活動

　
全
国
市
議
会
議
長
会
第

１
０
２
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
議
員
在
職
10
年
以
上
の
表

彰
を
受
け
た
議
員
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
章
の
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。 議

員
表
彰

議
員
表
彰

佐々木　聡　議員 千葉　榮　議員

現地指揮本部に集合した釜石市消防団
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「あそびばがおー」で遊んでいたみなさんの声

日本製鉄釜石シーウェイブスのベンジャミン・ニーニ選
手のご家族。2020年にニュージーランドからチームに
参加。妻のモンジェリックさんは釜石での生活もすっか
り慣れ、「新しい遊び場ができてうれしい」そうです。

三重県四日市市から帰省していた親子。「四日市にも室
内の遊び場はあるけれど、こんなに広い施設はないです」
と話していました。

陸前高田市からきた親子は「平日は空
いているから好きな遊びができます」
とリピーターに。一回で２〜３時間は
遊んでいるそうです。

レジのおもちゃは子どもたちに大人
気。おままごとでも、「PayPay でお
ねがいします」というデジタルネイ
ティブな子どもたち。

床のクッション性の良さによって、転
んでも安心。年上の子が年下の子たち
の面倒を見るような、微笑ましいシー
ンもよくあります。

「本のまちプロジェクト」とも連動し
ている絵本。運動が苦手の子どもも絵
本で遊べるように。

順位 利用してよかった点（要約） 主な声

１ 天候に左右されず遊べる 雨・雪・暑さ・寒さの日でも利用できる

２ 無料で利用できる 「無料なのに充実」「ありがたい」

３ 広くてのびのび遊べる 子どもが自由に体を動かせる

４ 体を動かせる遊具がある アスレチックやボルダリングが好評

５ 安全に遊べる 柔らかい床材でケガの心配が少ない

６ 遊具が充実している さまざまな遊び方ができる

７ イオン内で便利 買い物ついでに利用できる

８ 年齢に応じた遊び方ができる 小さい子向けスペースがある

９ 清潔感がある 新しくてきれい

10 地域に少ない貴重な施設 「なくならないでほしい」という声も

改善点・要望（要約） 主な声

１ 靴箱・下駄箱の設置 靴が散らかっている

２ 幼児と小学生の安全対策 走り回る子との接触が心配

３ ルールの周知徹底 保護者への注意喚起が必要

４ 年齢別エリアの明確化 ゾーニングをもっとわかりやすく

５ スタッフによる見守り・声かけ 危険な遊び方への対応

６ 荷物置き場・ロッカー設置 貴重品管理への不安

７ ベンチ・休憩スペース増設 保護者が見守りやすい環境

８ 遊具の安全対策 手すり点検、保護材設置など

９ 遊具の充実 ボルダリング拡張、ふわふわ遊具など

10 利用環境の改善 清掃、夜間利用、保護者向け設備など

こども家庭センターがゴールデンウイーク中に「あそびばがおー」で取っ
たアンケートを基に作成
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学
校
給
食
完
全
無
償
化
に

　
つ
い
に
、
今
年
度
か
ら
小
学

校
・
中
学
校
の
給
食
が
無
償
化

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
保

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
給
食
費

が
高
く
特
に
複
数
の
児
童
生
徒

を
か
か
え
る
子
育
て
世
帯
の
負

担
は
大
き
い
と
い
う
声
に
応
え

議
会
で
は
数
年
前
か
ら
取
り
上

げ
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
無
償
化
の
自
治
体

が
広
が
る
中
で
国
は
、
４
月
か

ら
小
学
校
の
み
無
償
化
と
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
て
本
市
で
は
、
独
自

に
中
学
校
へ
の
無
償
化
も
同
時

に
行
い
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

無
償
化
と
な
っ
た
学
校
給
食

に
つ
い
て
保
護
者
の
声
は
「
あ

り
が
た
い
」
「
家
で
は
作
る
こ

と
の
な
い
献
立
が
嬉
し
い
」「
子

ど
も
か
ら
は
、
お
い
し
い
と
聞

い
て
い
る
」
「
無
償
化
と
な
っ

て
質
が
落
ち
な
い
か
不
安
も
あ

る
」
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
食
材
の
高
騰
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
か
の
よ
う
な
中
東
情
勢

の
不
安
の
中
で
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
職
員
は
、「
こ
れ
ま
で

通
り
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

質
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
維
持

し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
。
今
後

は
、
さ
ら
に
リ
ク
エ
ス
ト
給
食

を
増
や
し
た
い
」「
試
食
会
を

増
や
し
地
域
か
ら
も
受
け
入
れ

た
い
」
等
、
学
校
給
食
は
、
お

い
し
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
声
は
、「
カ

レ
ー
が
お
い
し
い
」「
ス
ー
プ

が
お
い
し
い
」「
イ
カ
の
照
り

焼
き
が
１
番
好
き
」
等
、
誰
も

が
「
お
い
し
い
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
は
、
単
な
る
「
お

昼
ご
は
ん
」
で
は
な
く
心
身
の

健
全
な
育
成
や
食
を
学
ぶ
た
め

の
「
大
切
な
教
育
」
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
の
提
供
と
生
涯
に

わ
た
る
健
康
的
な
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
「
食
育
」
の

推
進
を
目
的
と
す
る
学
校
給
食

法
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

給
食
無
償
化
は
、
教
育
政
策

で
あ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
少
子
化
対
策
を
含

む
福
祉
政
策
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
と
成
長
を
支
え

る
環
境
は
全
国
ど
こ
で
も
保
障

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
中
学
校

に
つ
い
て
も
国
に
よ
る
制
度
化

が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

令和４年
年間１億円必要、財政上困難

と答弁（12 月定例会）

令和５年 第３子以降無償化

令和７年 第２子以降無償化

令和８年 小中学生の完全無償化達成

段階的な無償化への経過

あ

と

が

き

あ

と

が

き

あ

と

が

き

▼
今
回
号
か
ら
議
会
だ
よ

り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会
で
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
紙
面
を
目
指
し
て
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
で
活
躍

す
る
団
体
の
取
組
や
、
子

育
て
世
代
の
声
を
紹
介
す

る
特
集
を
新
た
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民

参
加
の
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
、
よ
り
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　（
井
筒
　
記
）

委

員

長
　
佐
々
木
　
義
　
昭

副
委
員
長
　
深
　
澤
　
秋
　
子

委
　
　
員

　
佐

　
藤

　
憲

　
弘

井
　
筒

　
健
太
郎

村
　
田

　
信

　
之

工
　
藤

　
聡
一
郎

高
　
橋

　
松

　
一

細
　
田

　
孝

　
子

陳
　情

陳
　情

■
　
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧

誘
行
為
の
実
態
調
査
を
求
め
る

陳
情
書

■
　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
(
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
)

接
種
事
業
中
止
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

⇓
報
告

※
本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
、

出
席
し
た
議
員
、
職
員
に
陳
情

の
要
旨
を
記
載
し
た
文
書
表
を

配
付
し
ま
し
た
。

給食の調理作業中
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４
月
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
釜
石
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
室
内
遊
び
場

「
あ
そ
び
ば
が
お
ー
」
を
訪
れ
、

利
用
者
や
市
担
当
者
か
ら
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、「
雨
の
日
で

も
遊
べ
る
」「
無
料
で
利
用
で
き

る
」
「
買
い
物
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
れ
る
」
と
好
評
で
し
た
。
三
重

県
四
日
市
市
か
ら
帰
省
し
た
親
子

は「
近
く
に
も
遊
び
場
は
あ
る
が
、

こ
れ
ほ
ど
広
い
施
設
は
な
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
槌

町
の
お
母
さ
ん
は
、
山
林
火
災
で

煙
の
た
め
外
遊
び
が
で
き
な
か
っ

た
経
験
を
振
り
返
り
、「
こ
う
し

た
施
設
が
あ
る
の
は
助
か
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
見
守
り
や
声
か
け

を
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
と
安

心
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
交
流

の
場
と
し
て
の
活
用
も
目
指
し
て

お
り
、
今
後
は
子
育
て
相
談
会
や

読
み
聞
か
せ
会
な
ど
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
生
か
し

な
が
ら
、
よ
り
安
心
し
て
利
用
で

き
る
施
設
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

年度年度 内容内容 種別種別

令和５年
「公園遊具の老朽化」「遊び場不足」が

議論される

子ども・子

育て会議

令和６年

「雨の日でも遊べる室内施設が欲しい」

「屋内アスレチックが欲しい」という要

望が多数

子ども・子

育て支援事

業計画アン

ケート

令和７年

「室内の遊び場整備事業」が正式議題と

なる　整備費 3300 万円、運営費約 460

万円の説明が行われる

子ども・子

育て会議

令和７年
こども園の子育て支援センター事業に

ついて
３月定例会

令和７年 室内の遊び場整備事業を計上 ３月定例会

令和７年 室内の遊び場を議論 ６月定例会

令和７年 室内の遊び場を議論 ９月定例会

令和８年
「釜石市室内の遊び場条例」が提案・可

決
３月定例会

ここ最近で屋内・室内の遊び場が議題になった例

あそびば がおーあそびば がおー
を訪ねてきましたを訪ねてきました

　ゴールデンウイークの６日間で約 2300 人が利用した室内遊び場「あそびばがおー」。

　利用者や担当者に話を聞き、その魅力や今後の課題を取材しました。
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第１８５号
か
ま
い
し

市
議
会
だ
よ
り

令
和
8
年
８
月
１
日
発
行

■
発
行
／
釜
石
市
議
会

■
編
集
／
釜
石
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

〒
026-8686　

岩
手

県
釜

石
市

只
越

町
3-9-13　

☎
0193-22-2111（

代
表

）

fax0193-22-3710　
E-mail：

gikaijimu#city.kamaishi.iwate.jp(#
を

@
に

)

日帰り・宿泊産後ケア事業（全てホッとカード使用可）
　
釜
石
市
で
は
、
産
後
１
年
未
満

の
母
親
を
対
象
に
、
日
帰
り
型
と

宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
助
産
師
等
が
赤

ち
ゃ
ん
を
預
か
る
間
、
お
母
さ
ん

は
心
身
を
休
め
な
が
ら
、
育
児
相

談
や
体
調
管
理
な
ど
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
日
帰
り
産
後
ケ

ア
「
ま
ん
ま
る
ぎ
ゅ
っ
と
」
を
訪

問
し
、
利
用
者
や
運
営
団
体
ま
ん

ま
る
マ
マ
い
わ
て
の
皆
さ
ん
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
利
用
者
か

ら
は
「
安
心
し
て
利
用
で
き
た
」

「
ま
た
利
用
し
た
い
」
と
の
高
い

評
価
が
寄
せ
ら
れ
、
ホ
ッ
と
カ
ー

ド
が
利
用
で
き
る
点
も
好
評
で
し

た
。
一
方
で
、
生
後
５
カ
月
以
降

の
子
ど
も
も
対
象
に
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
人
員
や
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
課
題
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
ま
た
、
事
業
を
継
続
・
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
恒
久
的
な
施
設

の
確
保
も
必
要
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
産
後
ケ
ア
の
充

実
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　対象：生後 0～ 4カ月の赤ちゃんとママ

　開催：毎月 2回水曜日（各回 3組限定）

　時間：10 時から 16 時まで

　料金：900 円（ホッとカード使用で無料）

○支援内容

　母乳ケア／沐浴／ママの入浴（ビル内の大浴室の　

　利用可）／ミルク、母乳量の相談／アロママッサー

　ジの提供／他のママとの交流／ほか

　　　　　　　　

○まんまるぎゅっと

○県立釜石病院産後ケア事業

助産師に直接相談
でき安心した

大きなお風呂に手足
を伸ばして入れて
リラックスできた

オムツやミルク等の提供も
あり荷物が少なくすんだ

ホッとカードが使
えてよかった

このような場所が
あってよかった

利用者の声利用者の声

デイケア型 宿泊型

対　象 １歳未満 ４カ月未満

開　催 毎週月・火・木（第３以外）　１日１組 第３木曜日　１日１組

時　間 10 時から 16 時まで 10 時から翌日９時まで

料　金 730 円（ホッとカード使用で無料） 2190 円（ホッとカード使用で無料）

回　数 通算７回まで（宿泊型は１回２日分とカウントする）

（県立釜石病院３階　産後ケアルーム）

○支援内容

　母子の健康チェック／授乳・沐浴指導／乳房ケア／赤ちゃんの食事や発育相談／

　管理栄養士による離乳食相談（要予約）／理学療法士による産後の身体づくり相談（要予約）

（釜石復興ビル）

エンジェルスマイルのとうり君（生後４カ月）

並んでお昼寝のになちゃん、ひなちゃん（生後２カ月）

185_4b.indd   16185_4b.indd   16 2026/07/21   9:14:102026/07/21   9:14:10

あそびばがおー………２あそびばがおー………２
６月定例会の概要…………４６月定例会の概要…………４
議決議案・議案賛否………５議決議案・議案賛否………５
一般質問（11人登壇）…６一般質問（11人登壇）…６
議案審議・請願…………１2議案審議・請願…………１2
議会改革特別委員会……１３議会改革特別委員会……１３
（アンケートにご協力ください）（アンケートにご協力ください）
常任委員会活動報告……１３常任委員会活動報告……１３
林野火災市消防団活動…１４林野火災市消防団活動…１４
学校給食無償化…………１５学校給食無償化…………１５
産後ケア事業……………１６産後ケア事業……………１６

かまいしかまいし
市議会だより市議会だより

令和8年
６ 月 定 例 会 １８５№

あそびばがおーあそびばがおー

185_4b.indd   1185_4b.indd   1 2026/07/21   9:14:032026/07/21   9:14:03


